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[栄養代謝学] 

科目責任者：榊 建二郎 

目的 

 日本人の食と栄養、食事摂取の基本を理解した上で、消化吸収された栄養素からのエネルギー獲得（異化作用）と

自身の身体を構築（同化作用）するメカニズムを学ぶ。さらに、日常の食事摂取により生じる生活習慣病と異化・同

化作用の関連についての理解を深める。 

 

到達目標 

１．健康をもたらす食物中の栄養素を列挙し、その役割を記述できる。 

２．食事摂取基準の概念を説明できる。 

３．学童期と思春期・青年期における身体的な特徴から、必要な栄養を説明できる。 

４．糖質、脂質とタンパク質の消化吸収を記述できる。 

５．糖質、脂質とタンパク質の異化と同化の関連を明確に述べられる。 

６．同化により生成された、体内の糖質、脂質とタンパク質の役割を記述できる。 

７．物質代謝の観点から生活習慣病を説明できる。 

８．尿検査の結果を基に食の改善に向けた提案を行える。 

 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

Ⅰ. 日本人の食と栄養 

 

 

 

 

 

  

1.健康と栄養 

 

 

2.日本人の食事摂取基準 

 

 

 

3.食物と栄養 

 

 

4.ライフステージと栄養 

 

 

 

 

5.食のアセスメント 

1)各栄養素と人体との関連 

2)栄養状態の判定(BMI等)、低栄養と過剰 

栄養 

1)概要と考え方 

2)推定エネルギー必要量（基礎代謝、身体 

活動レベル） 

1)食品の種類と栄養素 

2)食品中の栄養素とその役割 

3)栄養価 

1)乳幼児期 

2)学童期 

3)思春期 

4)成人期 

5)老年期 

1)食の分析および改善計画 

Ⅱ．代謝の基本概念 1. 代謝とエネルギー 

 

2. 酵素反応 

 

1)生体物質の異化と同化 

2)エネルギーの産生・貯蔵・消費 

1)反応機構 

2) ビタミンの役割 

3)  調節機構 

Ⅲ. 物質の代謝 

 

1. 糖質の代謝 

 

 

 

 

 

2. タンパク質の代謝 

 

 

1)消化と吸収 

2)嫌気的解糖 

3)好気的解糖 

4)グリコーゲン代謝 

5)糖新生 

6)ペントース代謝 

1)消化と吸収 

2)タンパク質の代謝 

3)アミノ酸の代謝 

4)窒素平衡 



栄養代謝学 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

 3. 脂質の代謝 

 

 

 

 

4. 核酸の代謝 

1)消化と吸収 

2)脂肪酸の代謝 

3)トリアシルグリセロールの代謝 

4)コレステロールの代謝 

5)リン脂質の代謝 

1) ヌクレオチドの代謝 

2) タンパク質生合成 

Ⅳ. 代謝と疾病 1．食と疾病 

 

 

2． 生活習慣病 

1）低栄養による疾病（クワシオルコル、 

マラスムス） 

2）過剰栄養による疾病 

1）生活習慣病の概要 

2）（高脂血漿、高尿酸血漿、インスリン非依存

性糖尿病） 

成績評価の方法：筆記試験70％、レポート20％、出席10% 

 

教科書： 

著者名 タイトル シリーズ 版 出版者 出版年 

三輪一智 他 生化学 系統看護学講座 専門基礎分野 
人体の構造と機能 2 

第13版 医学書院 2014 

中村丁次 他 栄養学 系統看護学講座 専門基礎分野 
人体の構造と機能 3 

第12版 医学書院 2015 

新食品成分表編集委員会 編  新食品成分表フーズサポーターCD-ROM 付  
（「日本食品標準成分表 2010」準拠） 

  東京法令出版 2015 

 

参考映像資料： 

著者名 巻 タイトル シリーズ 版 出版者 出版年 

岡野栄之 監 1 生命の単位 : 細胞 基礎医学シリーズ 
目で見る生化学入門 

第2版 医学映像教育センター  2003 

岡野栄之 監 2 生命を支える物質 基礎医学シリーズ 
目で見る生化学入門 

第2版 医学映像教育センター  2003 

岡野栄之 監 3 生体エネルギー（Ⅰ） 基礎医学シリーズ 
目で見る生化学入門 

第2版 医学映像教育センター  2003 

岡野栄之 監 4 生体エネルギー（Ⅱ） 基礎医学シリーズ 
目で見る生化学入門 

第2版 医学映像教育センター  2003 

岡野栄之 監 5 生体機能とタンパク質 基礎医学シリーズ 
目で見る生化学入門 

第2版 医学映像教育センター  2003 

岡野栄之 監 6 生命の継続 基礎医学シリーズ 
目で見る生化学入門 

第2版  医学映像教育センター  2003 

 

＜講義スケジュール＞                          

1 2017. 6.16 金 13:55～15:05 榊建二郎 健康と栄養、栄養状態の判定 大教室 

2  6.21 水 15:15～16:25 榊建二郎 食物と栄養 大教室 

3  6.27 火 15:15～16:25 榊建二郎 エネルギー代謝、食事摂取基準  大教室 

4  6.30 金 13:55～15:05 榊建二郎 ライフステージと栄養 大教室 

5  7.4 火 12:30～13:40 榊建二郎 代謝の基本概念１ 代謝とエネルギー 大教室  

6  7.10 月 10:25～11:35 榊建二郎 代謝の基本概念２ 酵素と補酵素  大教室 

7  7.11 火 10:25～11:35 榊建二郎 三大栄養素の消化吸収 大教室 

8  7.13 木 12:30～13:40 榊建二郎 物質の代謝１ 糖質代謝１ 大教室 

9  9.7 木 09:00～10:10 榊建二郎 物質の代謝２ 糖質代謝２  大教室  

10  9.13 水 12:30～13:40 榊建二郎 物質の代謝３ 糖質代謝３  大教室  

11  9.15 金 12:30～13:40 榊建二郎 物質の代謝４ 糖質代謝４ 大教室  

12  9.25 月 15:15～16:25 榊建二郎 物質の代謝５ 脂質代謝１ 大教室 

13  9.27 水 12:30～13:40 榊建二郎 物質の代謝６ 脂質代謝２ 大教室 



栄養代謝学 

14  9.29 金 10:25～11:35 榊建二郎 物質の代謝７ タンパク質代謝１ 大教室 

15  10.3 火 09:00～10:10 榊建二郎 物質の代謝８ タンパク質代謝２ 大教室 

16  10.6 金 10:25～11:35 榊建二郎 物質の代謝９ 核酸代謝 大教室 

17  10.10 火 10:25～11:35 榊建二郎 食と疾病、生活習慣病の概要 大教室 

18  10.13 金 09:00～10:10 榊建二郎 生活習慣病１ 大教室 

19  10.13 金 10:25～11:35 榊建二郎 生活習慣病２ 大教室  

20  10.20 金 10:25～11:35 榊建二郎 「尿にみる食」と「お弁当箱法」 大教室 

  10.23 月 09:00～10:10 榊建二郎 試験 中教室･視聴覚室 

21  10.26 木 10:25～11:35 榊建二郎 グループワークによる分析と討論  大教室 

22  11.1 水 12:30～13:40 榊建二郎 グループワークによる分析と討論  大教室 

23  11.24 金 12:30～13:40 榊建二郎 グループワークによる分析と討論  大教室 

24  12.11 月 12:30～13:40 榊建二郎 実習の説明 大教室  

25  12.12 火 09:00～10:10 榊建二郎 生化学実習①A  科学実験室 

26  12.12 火 10:25～11:35 榊建二郎 生化学実習①A  科学実験室 

25  12.13 水 12:30～13:40 榊建二郎 生化学実習①B  科学実験室 

26  12.13 水 13:55～15:05 榊建二郎 生化学実習①B  科学実験室 

27  12.14 木 09:00～10:10 榊建二郎 生化学実習②A  科学実験室 

28  12.14 木 10:25～11:35 榊建二郎 生化学実習②A  科学実験室 

27  12.15 金 09:00～10:10 榊建二郎 生化学実習②B  科学実験室 

28  12.15 金 10:25～11:35 榊建二郎 生化学実習②B  科学実験室 

 



人体の構造と機能 

 

［人体の構造と機能］ 
 

     科目責任者：神山暢夫 

     科目担当者：神山暢夫、鈴木義司 

 

【目的】 

 私たちは「生きて」いて、様々な活動をすることで生活している。これらの活動を可能としているのは身体の中

にある様々な器官である。ただじっと「生きて」いるだけでも、身体の中ではいろいろな器官がお互いに協調して機

能している事が必要である。［人体の構造と機能］では、これらの諸器官がどのようなしくみで機能しているか、そ

してその機能を実現するために、どのような構造になっているのかを学ぶ。今後、上位の学年で看護、医療の専門分

野を学習する際に必要不可欠となる知識を身に付ける。 

【到達目標】 

１. 医療分野における専門的な用語を習得し、理解して使えるようにする。 

２. 体内に存在する各器官の名称と意義を理解する。 

３. 生命を維持する諸器官の構造と機能を学び、その意義を理解する。 

４. 日常行動を支える諸器官の役割や相互作用を理解する。 

５. 他科目で習得した知識との統合を行なって、人体についての理解を発展的に展開する。 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

Ⅰ. 生体を構成する要素 

 

 

 

1. 細胞 

2. 組織 

3. 器官 

4. 系統 

 

４大組織（ 上皮組織、結合組織 

     筋組織、 神経組織） 

 

Ⅱ. 身体の支持を行う器官 

     （皮膚および骨格系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 皮膚の構造と機能 

 

2. 骨の基本構造と機能 

 

3. 全身の骨の構成 

 

 

 

 

4. 関節と靭帯の基本構造と

機能 

1) 表皮、真皮、皮下組織 

2) 付属器官（毛、爪、汗腺） 

1) 骨の構造と組成 

2) 化骨とカルシウム代謝 

1) 頭蓋を構成する骨とその特徴 

2) 胴体を構成する骨とその特徴 

3) 上肢を構成する骨とその特徴 

4) 下肢を構成する骨とその特徴 

  骨盤 

1) 関節の種類 

2) 関節の作用 

Ⅲ. 血液とリンパ液 

 

 

 

Ⅳ. 循環を行う器官 

 Ａ血液循環 

1. 血液の組成と機能 

 

 

 

1. 心臓の構造 

 

 

2. 心臓の機能 

 

 

 

3. 血管の構造と機能 

 

 

1) 血球（赤血球、白血球、血小板）および造血組織 

2) 血漿 

3) 血液凝固 

 

1) 心房と心室 

2) 大動脈と大静脈 

3) 冠状血管 

1) 心臓の興奮と伝播 

2) 心電図 

3) 心臓の収縮（心周期） 

4) 血圧と脈拍 

1) 血管の種類と特徴 

  （動脈、静脈、毛細管） 

2) 動脈と静脈の分布 



人体の構造と機能 

 

 

 

大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 4. 循環経路 

 

1) 体循環 

2) 肺循環 

3) 門脈循環 

4) 胎児循環 

Ｂリンパ循環 1. リンパ系の構成 

2. 全身のリンパ 

1) リンパ節、リンパ管 

1) リンパ節の分布 

2) 胸管とリンパ本幹 

3) 扁桃と胸腺 

Ⅴ. 呼吸を行う器官 

   （呼吸器系） 

  

1. 気道の構造と機能 

 

2. 肺の構造 

 

 

3. 肺の機能 

 

1) 気道の区分（鼻腔、咽頭、喉頭、気管、気管支） 

  とその特徴 

1) 肺の外形 

2) 区域気管支と肺胞 

3) 胸膜と縦隔 

1) 呼吸運動 

2) 肺気量 

3) ガス交換 

4) 呼吸と酸塩基平衡 

5) 呼吸調節 

Ⅵ. 代謝に関わる器官 

   Ａ消化器系 

 

1. 消化器官の構造 

 

 

2. 消化器官の機能 

 

1) 消化管（口腔、咽頭 、食道、胃、小腸、大腸） 

 とその特徴 

2) 消化腺（唾液腺、膵臓、肝臓、胆嚢）とその特徴 

1) 消化管の運動 

2) 消化管の分泌（消化酵素、消化管ホルモン） 

3) 消化と吸収 

Ｂ泌尿器系 

 

1. 泌尿器の構造 

 

2. 尿の生成と水分調節 

 

1) 腎臓の構造とネフロンの機能 

2) 尿路（尿管、膀胱、尿道） 

1) 糸球体濾過 

2) 尿細管での輸送 

3) 腎機能の調節 

4) 排尿 

C 体温調節系 

 

1. 体温の分布 

 

2. 熱放散 

 

 

3. 熱産生 

 

4. 体温調節 

 

1) 核心温度 

2) 外殻温度 

1) 放射 

2) 伝導 

3) 蒸散 

1) ふるえ 

2) 非ふるえ 

1) 温度受容 

2) 体温調節中枢 

3) 発熱 

Ⅶ. 運動を行う器官 

(筋系) 

 

1. 筋の基本構造と機能 

 

1) 筋の種類 

  （横紋筋、平滑筋、心筋） 

2) 筋原線維の構造 

3) 筋収縮の機構 

4) 反射 
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大 項 目 中  項  目 小  項  目 

 

 

 

 

2. 全身の筋の構成とその作

用 

 

 

1) 表情筋と咀嚼筋 

2) 体幹の筋 

3) 上肢の筋 

4) 下肢の筋 

Ⅷ. 体の働きを調節し、情報

の処理や創造を行う器官 

 Ａ神経系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 神経の基本構造と機能 

 

 

 

 

2. 中枢神経の分類 

  （脳と脊髄） 

 

3. 中枢神経の機能 

  （各種機能中枢） 

 

 

 

 

 

 

4. 末梢神経の分布と機能 

 

 

5. 自律神経系 

 

1) ニューロンの構造と種類 

2) 刺激と興奮 

3) 膜電位（静止電位、活動電位） 

4) 興奮の伝導 

5) シナプス伝達 

1) 脳の区分（大脳、間脳、中脳、小脳、橋、延髄）

とその構造 

2) 脊髄 

1) 大脳皮質と連合野 

2) 間脳の働き 

3) 脳幹の働き 

   網様体と生命中枢 

4) 小脳の働き 

5) 脊髄の働き 

6) 反射 

7) 伝導路 

1) 脳神経の分布 

2) 脊髄神経の分布 

3) 知覚神経と運動神経 

1) 交感神経 

2) 副交感神経 

 Ｂ内分泌系 

 

 

 

Ｃ感覚器系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 内 分 泌 器 官 の 構 造 と    

機能 

 

 

1. 視覚 

 

 

 

2. 聴覚と平衡覚 

 

 

3. その他の感覚 

 

 

 

1) 下垂体とそのホルモン 

2) 甲状腺と上皮小体 

3) 副腎とランゲルハンス島 

4) 松果体および性腺 

1) 眼球の構造 

2) 副眼器（眼筋、涙腺） 

3) 結像と色感覚 

4) 視覚の投射 

1) 耳の構造（外耳、中耳、内耳) 

2) 音の伝導と平衡覚 

3) 聴覚の投射 

1) 味覚 

2) 嗅覚 

3) 皮膚感覚 

4) 内臓覚と深部覚 

Ⅸ. 生殖と発生に関わる器   

官 

  

1. 男性生殖器 

 

 

2. 女性生殖器 

 

 

3. ヒトの発生 

1) 精巣と精子形成 

2) 精子の通路（精巣上体、精管、精嚢）と付属腺 

 （前立腺、尿道球腺） 

1) 女性生殖器の構造 

  （卵巣、卵管、子宮） 

2) 卵子形成、排卵と性周期 

1) 受精、着床と胎盤 

2) 初期発生と先天異常 



人体の構造と機能 

 

 

成績評価の方法：筆記試験（90％）と各授業時間に行なう小テスト（10％） 

 

教科書 

 坂井健雄・岡田隆夫 系統看護学講座専門基礎分野 

  解剖生理学・人体の構造と機能 第 9版 医学書院  2014 

 

参考図書 

＊解剖学  

 塩田浩平 他訳 グレイ解剖学 原著第２版 エルゼビアジャパン  2011 

 藤田恒夫・藤田尚男 標準組織学 各論 改訂第 4版 医学書院  2010 

 藤田恒夫・藤田尚男 標準組織学 総論 第 4版 医学書院  2002 

 トートラ 人体解剖生理学第 8版  

 （佐伯 他訳）   丸善  2011 

 

＊生理学 

 大地陸男 生理学テキスト 第 6版 文光堂  2010 

 本間研一 他 編 標準生理学 第 8版 医学書院  2014 

 岡田隆夫 他 集中講義・生理学 メジカルビュー  2014 

 

＊ 解剖生理学  

 Herlihy, Maebius 著 ヒューマンボディ からだの不思議がわかる解剖生理学  

 （片桐康雄 他訳）    エルゼビアジャパン   2008 

 下 正宗 他編 コアテキスト 1，人体の構造と機能  医学書院  2010 

 パーカー 見える人体 

 （佐藤達夫 他訳）    南江堂  2009 

 

＜講義スケジュール＞ 

1 2017. 4.13 木 15:15～16:25 神山暢夫 人体の構造と機能・授業の概要 大教室 

2  4.17 月 10:25～11:35 神山暢夫 ヒトの体 大教室 

3  4.18 火 10:25～11:35 神山暢夫 細胞の中と外 大教室 

4  4.24 月 13:55～15:05 神山暢夫 体内の水・生理食塩水 大教室 

5  4.25 火 16:35～17:45 神山暢夫 血液の組成 大教室 

6  5.8 月 15:15～16:25 神山暢夫 血液の働き 大教室 

7  5.9 火 16:35～17:45 神山暢夫 循環の概要 大教室 

8  5.15 月 9:00～10:10 神山暢夫 心臓の構造 大教室 

9  5.16 火 12:30～13:40 神山暢夫 心臓の収縮（１） 大教室 

10  5.22 月 16:35～17:45 神山暢夫 心臓の収縮（２） 大教室 

11  5.23 火 12:30～13:40 神山暢夫 心電図 大教室 

12  5.29 月 9:00～10:10 神山暢夫 動脈と静脈 大教室 

13  5.30 火 10:25～11:35 神山暢夫 血液循環の動態 大教室 

14  6.5 月 10:25～11:35 神山暢夫 いろいろな血管 大教室 

15  6.6 火 10:25～11:35 神山暢夫 呼吸の概要 大教室 

16  6.12 月 10:25～11:35 神山暢夫 肺の構造 大教室 

17  6.13 火 10:25～11:35 神山暢夫 換気とは 大教室 

18  6.21 水 16:35～17:45 神山暢夫 ガス交換 大教室 

19  6.26 月 15:15～16:25 神山暢夫 肺機能とその検査 大教室 

20  6.27 火 16:35～17:45 神山暢夫 皮膚の構造と機能 大教室 

21  6.29 木 9:00～10:10 鈴木義司 骨学の概要 大教室 

        



人体の構造と機能 

 

＜講義スケジュール＞ 

22  6.29 木 10:25～11:35 鈴木義司 全身の骨 大教室 

23  7.3 月 12:30～13:40 神山暢夫 全身の筋 大教室 

24  7.4 火 13:55～15:05 神山暢夫 腎機能の概要 大教室 

25  7.10 月 12:30～13:40 神山暢夫 ネフロンの構造 大教室 

26  7.11 火 9:00～10:10 神山暢夫 尿の生成 大教室 

27  7.14 金 9:00～10:10 神山暢夫 中間試験 視聴覚室・中教室 

28  9.7 木 10:25～11:35 神山暢夫 腎機能の調節 大教室 

29  9.11 月 12:30～13:40 神山暢夫 体液のホメオスタシス 大教室 

30  9.12 火 16:35～17:45 神山暢夫 消化器系の概要 大教室 

31  9.21 木 10:25～11:35 神山暢夫 栄養と消化、吸収 大教室 

32  9.28 木 10:25～11:35 神山暢夫 上部消化管 大教室 

33  10.2 月 10:25～11:35 神山暢夫 下部消化管 大教室 

34  10.3 火 10:25～11:35 神山暢夫 腹部実質臓器 大教室 

35  10.10 火 15:15～16:25 神山暢夫 神経系の概要 大教室 

36  10.11 水 12:30～13:40 神山暢夫 膜電位の発生 大教室 

37  10.12 木 9:00～10:10 神山暢夫 活動電位の発生と伝導 大教室 

38  10.17 火 15:15～16:25 神山暢夫 シナプス 大教室 

39  10.18 水 12:30～13:40 神山暢夫 筋の構造と収縮 大教室 

40  10.23 月 10:25～11:35 神山暢夫 筋収縮のコントロ～ル 大教室 

41  10.25 水 16:35～17:45 神山暢夫 中枢神経系の解剖 大教室 

42  10.30 月 10:25～11:35 神山暢夫 脊髄と末梢神経 大教室 

43  11.1 水 15:15～16:25 神山暢夫 反射の解剖と機能 大教室 

44  11.20 月 15:15～16:25 神山暢夫 感覚器の概要 大教室 

45  11.21 火 10:25～11:35 神山暢夫 聴覚と平衡覚 大教室 

46  11.22 水 12:30～13:40 神山暢夫 視覚 大教室 

47  12.4 月 15:15～16:25 神山暢夫 自律神経系の概要 大教室 

48  12.6 水 12:30～13:40 神山暢夫 自律神経系の解剖 大教室 

49  12.11 月 10:25～11:35 神山暢夫 自律神経系の支配の原則と例外 大教室 

50  12.12 火 15:15～16:25 神山暢夫 生殖の意義と概要 大教室 

51  12.13 水 15:15～16:25 神山暢夫 男性生殖器 大教室 

52 2018. 1.23 火 10:25～11:35 神山暢夫 女性生殖器 大教室 

53  1.24 水 12:30～13:40 神山暢夫 内分泌系の概要 大教室 

54  1.25 木 10:25～11:35 神山暢夫 ホルモンの分類 大教室 

55  2.8 木 10:25～11:35 神山暢夫 内分泌各論 1 大教室 

56  2.9 金 10:25～11:35 神山暢夫 内分泌各論 2 大教室 

  2.13 火 10:25～11:35 神山暢夫 期末試験 視聴覚室・中教室 

 



基礎看護学・各論Ⅰ(共通基本技術論) 

[基礎看護学・各論Ⅰ（共通基本技術論）] 
 

科目責任者：守屋治代 

科目担当者：守屋治代、菊池昭江、見城道子、

加藤京里、小宮山陽子、北條由佳 

  

目的 

 専門技術としての看護技術の特徴を理解した上で、様々な看護に共通する基礎的技術の理論と方法を学び、

看護技術の基本を修得する。 

 

到達目標 

1． 専門技術としての看護技術の基本的な考え方を説明できる。 

2． 看護における安全・安楽の重要性について説明できる。 

3． 感染の基本概念について理解し、感染予防の方法を説明できる。 

4． バイタルサインのもつ意味を理解し、バイタルサイン測定の方法を説明できる。 

 

大 項 目     中 項 目     小 項 目     

Ⅰ．看護場面におけ

る共通基本技術 

1．看護技術とは 1） 看護技術とは 

2．安全を守る技術 1） 看護における安全の意義 

2） 安全を守るための看護の視点 

3．安楽にする技術 1） 看護における安楽の意義 

2） 安楽にするための看護の視点 

4．感染予防の技術Ⅰ 1） 感染予防のもつ意味 

2） 感染予防の方法 1 

3） 基本的看護技術の実際 

（1）スタンダードプリコーション 

（2）ガウンテクニック 

5．感染予防の技術Ⅱ 1） 感染予防の方法Ⅱ 

2） 基本的看護技術の実際 

(1) 無菌操作 

6．バイタルサイン測定の技術 1） バイタルサインのもつ意味 

2） 基本的看護技術の実際 

（1）呼吸、脈拍、体温、血圧の観察と測定 

 

成績評価の方法：筆記試験 90％、提出物・レポート 10％により行う。 

教科書： 

著者名 タイトル シリーズ名 版 出版者 出版年 

茂野香おる 他 基礎看護技術Ⅰ 系統看護学講座 専門分野 Ⅰ 
基礎看護学 2 

第16版 医学書院 2015 

有田清子 他 基礎看護技術Ⅱ 系統看護学講座 専門分野 Ⅰ 
基礎看護学 3 

第16版 医学書院 2013 

医療情報科学研究
所編 

臨床看護技術 看護技術がみえる Vol.2   ﾒﾃﾞｨｯｸﾒﾃﾞｨｱ 2013 

         

 

 



基礎看護学・各論Ⅰ(共通基本技術論) 

 

＜講義スケジュール＞                          

 ＊守屋治代、菊池昭江、見城道子、加藤京里、小宮山陽子、北條由佳 

 

 

1 2017. 4.25 火 10:25～11:35 見城道子 看護技術とは１ 大教室 

2  4.26 水 15:15～16:25 見城道子他* 看護技術とは 2 大教室 

3  4.27 木 15:15～16:25 見城道子他* 看護技術とは 3 大教室・看護実習室 

4  4.28 金 9:00～10:10 見城道子 安全を守る技術１ 大教室 

5  5. 8 月 9:00～10:10 見城道子 安楽にする技術１ A/B ｵｰｷｯﾄﾞﾎｰﾙ 

6  5.11 木 9:00～10:10 見城道子 感染予防Ⅰ１ 大教室 

7  5.11 木 10:25～11:35 見城道子 感染予防Ⅰ２ 大教室 

8  5.15 月 13:55～15:05 見城道子他* 感染予防Ⅰ３A 看護実習室 

8  5.15 月 15:15～16:25 見城道子他* 感染予防Ⅰ３B 看護実習室 

9  5.16 火 9:00～10:10 見城道子 感染予防Ⅰ４ 大教室 

10  5.16 火 15:15～16:25 見城道子他* 感染予防Ⅰ５A 看護実習室 

10  5.17 水 15:15～16:25 見城道子他* 感染予防Ⅰ５B 看護実習室 

11  5.23 火 9:00～10:10 小宮山陽子 バイタルサイン１ 大教室 

12  5.23 火 10:25～11:35 小宮山陽子 バイタルサイン２ 大教室 

13  5.29 月 13:55～15:05 小宮山陽子他* バイタルサイン３A/B 大教室・看護実習室 

14  5.29 月 15:15～16:25 小宮山陽子他* バイタルサイン４A/B 大教室・看護実習室 

15  5.30 火 15:15～16:25 小宮山陽子他* バイタルサイン５A 看護実習室 

16  5.30 火 16:35～17:45 小宮山陽子他* バイタルサイン６A 看護実習室 

15  5.31 水 15:15～16:25 小宮山陽子他* バイタルサイン５B 看護実習室 

16  5.31 水 16:35～17:45 小宮山陽子他* バイタルサイン６B 看護実習室 

17  9.13 水 13:55～15:05 見城道子 感染予防Ⅱ１ 大教室 

18  9.14 木 9:00～10:10 見城道子他* 感染予防Ⅱ２A 看護実習室 

18  9.14 木 10:25～11:35 見城道子他* 感染予防Ⅱ２B 看護実習室 

  9.21 木 9:00～10:10 守屋治代他* 筆記試験 中教室・視聴覚室 



基礎看護学・各論Ⅱ(生活援助論) 

［基礎看護学・各論Ⅱ（生活援助論）］ 

          科目責任者：守屋治代 

          科目担当者：守屋治代、菊池昭江、見城道子、 

           加藤京里、小宮山陽子、北條由佳 

目的 

人間の日常生活を健康的に整えるための看護の理論と方法とを学び、看護技術の基本を習得する。 

 

到達目標 

1． 健康にとっての生活環境のもつ意味を理解し、生活環境を整えるための基本的な看護方法を説明できる。 

2． 健康にとっての活動と休息のもつ意味を理解し、活動と休息を整えるための基本的な看護方法を説明できる。 

3． 健康にとっての衣のもつ意味を理解し、衣を整えるための基本的な看護方法を説明できる。 

4． 健康にとっての清潔のもつ意味を理解し、清潔を保持するための基本的な看護方法を説明できる。 

5． 健康にとっての食のもつ意味を理解し、食を整えるための基本的な看護方法を説明できる。 

6． 健康にとっての排泄のもつ意味を理解し、排泄を整えるための基本的な看護方法を説明できる。 

 

大項目 中項目 小項目 

Ⅰ．日常生活を健康的に 

整えるための看護方法 

 

1． 生活環境を整える技術 

 

 

 

 

 

2． 活動と休息を整える技術 

 

 

 

 

 

3． 衣を整える技術 

 

 

 

4． 清潔を保持する技術 

 

 

 

 

 

 

5． 食を整える技術Ⅰ 

 

 

 

6．排泄を整える技術Ⅰ 

1) 健康にとっての生活環境のもつ意味 

2) 生活環境を整えるための看護の視点 

3) 基本的看護技術の実際 

(1) 環境整備 

(2) ベッドメーキング 

(3) 就床患者のシーツ交換 

1) 健康にとっての活動と休息のもつ意味 

2) 活動と休息を整えるための看護の視点 

3) 基本的看護技術の実際 

 (1) 体位変換 

 (2) 移乗・移送 

 (3) 安楽な体位 

1) 健康にとっての衣のもつ意味 

2) 衣を整えるための看護の視点 

3) 基本的看護技術の実際 

 (1) 寝衣交換 

1) 健康にとっての清潔のもつ意味 

2) 清潔を保持するための看護の視点 

3) 基本的看護技術の実際 

 (1) 足浴・爪切り 

 (2) 全身清拭 

 (3) 洗髪 

 (4) 口腔ケア 

1) 健康にとっての食のもつ意味 

2) 食を整えるための看護の視点 

3) 基本的看護技術の実際 

 (1) 食事介助 

1) 健康にとっての排泄のもつ意味 

2) 排泄を整えるための看護の視点 

3) 基本的看護技術の実際 

 (1) 床上排泄 

 

 



基礎看護学・各論Ⅱ(生活援助論) 

 

成績評価の方法：筆記試験90％、提出物・レポート10％により行う。 

 

教科書： 

茂野香おる他     系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[２]基礎看護技術Ⅰ 医学書院 2014 

任 和子他、     系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[３]基礎看護技術Ⅰ 医学書院 2014 

医療情報科学研究所編 看護技術がみえるVol.1 基礎看護技術      メディックメディア  2014 

医療情報科学研究所編 看護技術がみえるVol.2 臨床看護技術      メディックメディア  2013 

  

＜講義スケジュール＞ 

1 2017. 5.18 木 9:00～10:10 加藤京里 環境を整える技術１ 大教室 

2  5.18 木 10:25～11:35 加藤京里他* 環境を整える技術２A/B 看護実習室 

3  5.22 月 13:55～13:05 加藤京里他* 環境を整える技術３A/B   看護実習室 

4  5.22 月 15:15～16:25 加藤京里他* 環境を整える技術４A/B   看護実習室 

5  6.2 金 9:00～10:10 見城道子 活動と休息を整える技術１ 大教室 

6  6.2 金 10:25～11:35 見城道子 活動と休息を整える技術２ 大教室 

7  6.5 月 12:30～13:40 見城道子他* 活動と休息を整える技術３A 看護実習室 

7  6.5 月 13:55～15:05 見城道子他* 活動と休息を整える技術３B 看護実習室 

8  6.7 水 12:30～13:40 見城道子他* 活動と休息を整える技術４A/B     看護実習室 

9  6.7 水 13:55～15:05 見城道子他* 活動と休息を整える技術５A/B     看護実習室 

10  6.8 木 9:00～10:10 見城道子他* 活動と休息を整える技術６ 大教室 

11  6.8 木 10:25～11:35 加藤京里 環境を整える技術５ 大教室 

12  6.13 火 9:00～10:10 加藤京里他* 環境を整える技術６A/B      看護実習室 

13  6.13 火 16:35～17:45 北條由佳 衣を整える技術１ 大教室 

14  6.14 水 12:30～13:40 加藤京里他* 環境を整える技術７A/B   看護実習室 

15  6.14 水 13:55～15:05 加藤京里他* 環境を整える技術８A/B  看護実習室 

16  6.15 木 12:30～13:40 北條由佳他* 衣を整える技術２A/B           看護実習室 

17  6.16 金 10:25～11:35 北條由佳他* 衣を整える技術３A/B    看護実習室 

大教室 18  6.27 火 9:00～10:10 菊池昭江 清潔を保持する技術１ 

19  6.27 火 16:35～17:45 菊池昭江 清潔を保持する技術２ 大教室 

20  6.28 水 16:35～17:45 菊池昭江他* 清潔を保持する技術３A/B 看護実習室 

21  6.30 金 9:00～10:10 菊池昭江他* 清潔を保持する技術４A/B 看護実習室 

22  6.30 金 10:25～11:35 菊池昭江他* 清潔を保持する技術５A/B 看護実習室 

23  9.8 金 9:00～10:10 菊池昭江 清潔を保持する技術６ 大教室 

24  9.11 月 10:25～11:35 菊池昭江他* 清潔を保持する技術７A/B 看護実習室 

25  9.15 金 13:55～15:05 菊池昭江 清潔を保持する技術８ 大教室 

26  9.15 金 15:15～16:25 菊池昭江 清潔を保持する技術９ 大教室 

27  9.19 火 9:00～10:10 菊池昭江他* 清潔を保持する技術10A/B 看護実習室 

28  9.19 火 10:25～11:35 菊池昭江他* 清潔を保持する技術11A/B 看護実習室 

29  9.22 金 9:00～10:10 小宮山陽子 食を整える技術Ⅰ１ 大教室 

30  9.22 金 10:25～11:35 小宮山陽子他* 食を整える技術Ⅰ２ 大教室 

31  9.26 火 9:00～10:10 小宮山陽子他* 食を整える技術Ⅰ３A/B 看護実習室 

32  9.26 火 10:25～11:35 小宮山陽子他* 食を整える技術Ⅰ４A/B   看護実習室 

33  9.27 水 13:55～15:05 加藤京里 排泄を整える技術Ⅰ１ 大教室 



基礎看護学・各論Ⅱ(生活援助論) 

34  9.27 水 15:15～16:25 加藤京里 排泄を整える技術Ⅰ２ 大教室 

35  10.4 水 13:55～15:05 加藤京里他* 排泄を整える技術Ⅰ３A/B 看護実習室 

36  10.5 木 9:00～10:10 加藤京里他* 排泄を整える技術Ⅰ４A  看護実習室 

36  10.5 木 10:25～11:35 加藤京里他* 排泄を整える技術Ⅰ４B  看護実習室 

  10.26 木 9:00～10:10 守屋治代他* 筆記試験 中教室・視聴覚室 

＊守屋治代、菊池昭江、見城道子、加藤京里、小宮山陽子、北條由佳 

 



基礎看護学・各論Ⅲ(診療に伴う援助論) 

 

[基礎看護学・各論Ⅲ（診療に伴う援助論）]  

        科目責任者：守屋治代 

        科目担当者：守屋治代、菊池昭江、見城道子 

              加藤京里、小宮山陽子 

 

目的 

検査、治療を受ける状況を看護の立場から理解し、回復を助け、治療効果が得られるような検査、治療に伴う看護の方法

と看護技術の基本を修得する。 

 

到達目標 

1．健康にとって呼吸・循環・体温のもつ意味を理解し，呼吸・循環・体温を整える基本的看護方法を説明できる。 

2．診療における看護の役割について理解し，基本的看護方法を説明できる。 

3．食に関する障害について理解し，基本的看護方法を説明できる。 

4．排泄に関する障害について理解し，基本的看護方法を説明できる。 

5．看護用具の保守点検の基本的考え方を説明できる。 

 

大 項 目     中 項 目     小 項 目     

Ⅰ．診療に伴う看護方法 

 

1．呼吸･循環･体温を整える 

技術 

 

 

 

 

2．検査･治療時の技術Ⅰ 

 

 

 

 

3．検査･治療時の技術Ⅱ 

 

 

 

 

4．食を整える技術Ⅱ  

 

5．排泄を整える技術Ⅱ 

1)健康にとって呼吸・循環・体温がもつ意味 

2)呼吸･循環･体温を整えるための看護の視点 

3)基本的看護技術の実際 

 (1)罨法 

 (2)吸引 

 

1)診療過程と看護 

2)検査に伴う基本的看護 

3)検査における基本的看護技術の実際 

(1)採血 

 

1)治療に伴う基本的看護 

2)治療における基本的看護技術の実際 

(1)坐薬挿入 

(2)注射法 

 

1)経口摂取が困難な場合の看護 

 

1)自然排泄が困難な場合の看護 

2)基本的看護技術の実際 

(1)浣腸 

(2)導尿 

評価方法：筆記試験90％、提出物・レポート10％ 

 

教科書： 

茂野香おる他 系統看護学講座 専門分野Ⅰ基礎看護学［2］基礎看護技術Ⅰ 医学書院  2015 

任 和子他 系統看護学講座 専門分野Ⅰ基礎看護学［3］基礎看護技術Ⅱ 医学書院  2013 

医療情報科学研究所編  看護技術がみえるvol.1 基礎看護技術  メディックメディア 2014 

医療情報科学研究所編  看護技術がみえるvol.2 臨床看護技術  メディックメディア 2013 

 



基礎看護学・各論Ⅲ(診療に伴う援助論) 

 

 

＜講義スケジュール＞                         

1 2018. 1.9 火 13:55～15:05 小宮山陽子 呼吸･循環･体温を整える技術１ 大教室 

2  1.9 火 15:15～16:25 小宮山陽子 呼吸･循環･体温を整える技術２ 大教室 

3  1.11 木 12:30～13:40 小宮山陽子他* 呼吸･循環･体温を整える技術３A  看護実習室 

3  1.11 木 13:55～15:05 小宮山陽子他* 呼吸･循環･体温を整える技術３B  看護実習室 

4  1.12 金 12:30～13:40 菊池昭江 検査･治療時の技術Ⅰ１ 大教室 

5  1.12 金 13:55～15:05 菊池昭江 検査･治療時の技術Ⅰ２ 大教室 

6  1.16 火 09:00～10:10 菊池昭江他* 検査･治療時の技術Ⅰ３A   看護実習室 

7  1.16 火 10:25～11:35 菊池昭江他* 検査･治療時の技術Ⅰ４A   看護実習室 

6  1.22 月 12:30～13:40 菊池昭江他* 検査･治療時の技術Ⅰ３B   看護実習室 

7  1.22 月 13:55～15:05 菊池昭江他* 検査･治療時の技術Ⅰ４B   看護実習室 

8  1.24 水 13:55～15:05 菊池昭江 検査･治療時の技術Ⅱ１ 大教室 

9  1.24 水 15:15～16:25 菊池昭江 検査･治療時の技術Ⅱ２ 大教室 

10  1.29 月 12:30～13:40 菊池昭江他* 検査･治療時の技術Ⅱ３A   看護実習室 

11  1.29 月 13:55～15:05 菊池昭江他* 検査･治療時の技術Ⅱ４A   看護実習室 

10  1.30 火 12:30～13:40 菊池昭江他* 検査･治療時の技術Ⅱ３B   看護実習室 

11  1.30 火 13:55～15:05 菊池昭江他* 検査･治療時の技術Ⅱ４B   看護実習室 

12  2. 1 木 10:25～11:35 菊池昭江 検査･治療時の技術Ⅱ５ 大教室 

13  2. 1 木 12:30～13:40 加藤京里 食を整える技術Ⅱ１ 大教室 

14  2. 1 木 13:55～15:05 加藤京里 食を整える技術Ⅱ２ 大教室 

15  2. 5 月 12:30～13:40 加藤京里 排泄を整える技術Ⅱ１ 大教室 

16  2. 5 月 13:55～15:05 加藤京里 排泄を整える技術Ⅱ２ 大教室 

17  2. 8 木 12:30～13:40 加藤京里他* 排泄を整える技術Ⅱ３A  看護実習室 

17  2. 8 木 13:55～15:05 加藤京里他* 排泄を整える技術Ⅱ３B  看護実習室 

18  2. 14 水 12:30～13:40 加藤京里他* 排泄を整える技術Ⅱ４A  看護実習室 

18  2. 14 水 13:55～15:05 加藤京里他* 排泄を整える技術Ⅱ４B  看護実習室 

―  2. 19 月 10:25～11:35 守屋治代他* 筆記試験 中教室・視聴覚室 

 
 2. 21 水 10:25～11:35 守屋治代他* 看護用具の保守点検（特別演習） 看護実習室 

＊守屋治代、菊池昭江、見城道子、加藤京里、小宮山陽子 



基礎看護学・各論Ⅳ（看護過程論） 

［基礎看護学・各論Ⅳ（看護過程論）］ 

  科目責任者：守屋治代 
  科目担当者：守屋治代、菊池昭江、見城道子 

                                     加藤京里、小宮山陽子、北條由佳 

                                 

目的 

１．看護学の理論に基づき、看護実践のための方法『看護過程展開の技術』を修得する。 

２．個別な対象に、より適切な援助となるよう看護するための方法を理解し、さらに事例を学習素材として事例展

開の実際を演習する。 

 

到達目標 

１．看護過程の概念について、以下の側面から理解する。 

  ・人間関係成立発展および問題解決過程の両側面の統合として 

 ・一つの看護成立場面（狭義）および一定期間に渡る看護過程（広義）として 

２．看護過程展開の局面について事例を通して理解を深め、一連のプロセスを展開する。 

３．グループメンバー間で発展的な意見交換ができる。 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

Ⅰ.看護過程の基本的な成り立

ちと構造 

 

 

 

Ⅱ．看護過程展開の道筋 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．看護過程展開能力の自己評

価 

１．看護過程の構造と展開の道筋 

 

 

 

１． 看護過程展開の実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自己の看護過程展開のふりか

えり 

１） 人間関係過程と問題解決過程が統合さ

れた看護過程の構造と展開の道筋 

２） 実際の事例展開を通した理解 

３） 狭義・広義の看護過程 

 

１） 看護過程展開の５つの局面 

 ①出会いと全体像への接近 

 ②人間関係の展開と看護の必要性の明確

化 

 ③看護ケア計画の立案 

 ④人間関係の深まりと看護ケア実践 

 ⑤看護ケアの最終評価  

２） 事例による看護過程展開の実際 

 

１）基礎看護学実習Ⅱにおける看護過程展

開の自己評価 

２）グループ（チーム）における自己のあ

り方の自己評価 

３）自己の看護実践者としての課題・目標

・将来像 

成績評価の方法：演習内容20％、提出物80％により行う 

 

教科書： 

①『2017看護過程展開のガイド』（講義時に配布） 

②J.トラベルヴィー（長谷川浩、藤枝知子訳）：人間対人間の看護 医学書院 1974 

③寺本松野：新装版 看護のなかの死 日本看護協会出版会 2001 

 

参考文献： 

・系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学[2]基礎看護技術Ⅰ第16版 医学書院  2015 

・V. ヘンダーソン（湯槇ます他1名訳）：看護の基本となるもの 改訂版 日本看護協会出版会 2016 

・薄井坦子：何がなぜ看護の情報なのか 日本看護協会出版会、1992 

・薄井坦子：科学的看護論第3版（新装版） 日本看護協会出版会、2014 

 



基礎看護学・各論Ⅳ（看護過程論） 

 

＜講義スケジュール＞ 

1 2017. 9.13 水 15:15～16:25 守屋治代 看護過程の構造と道筋1 大教室 

2  9.21 木 15:15～16:25 守屋治代 看護過程の構造と道筋2 

大教室 
3  9.21 木 16:35～17:45 守屋治代 

事例による看護過程展開の実際1 

：全体像の把握 

4  9.25 月 09:00～10:10 守屋治代 
事例による看護過程展開の実際2 

：全体像の把握 
大教室 

5  9.29 金 09:00～10:10 守屋治代 
事例による看護過程展開の実際3 

：全体像の把握 
図書室 

6  10.4 水 13:55～15:05 守屋治代 
事例による看護過程展開の実際4 

：看護の必要性の分析 
大教室 

7  10.4 水 15:15～16:25 守屋治代 
事例による看護過程展開の実際5 

：看護の必要性の分析 

8  10.11 水 13:55～15:05 守屋治代 
事例による看護過程展開の実際6 

：看護の必要性の明確化  図書館 

大教室 
9  10.11 水 15:15～16:25 守屋治代 

事例による看護過程展開の実際7 

：看護の必要性の明確化 

10  10.18 水 13:55～15:05 守屋治代他
＊ 

事例による看護過程展開の実際8 

：看護計画の立案 

図書館 11  10.18 水 15:15～16:25 守屋治代他
＊ 

事例による看護過程展開の実際9 

：看護計画の立案 

12  10.23 月 13:55～15:05 守屋治代他
＊ 

事例による看護過程展開の実際10 

：看護計画の立案  

13  10.25 水 12:30～13:40 守屋治代他
＊ 

事例による看護過程展開の実際11 

：看護ケア計画の実施  
実習室 

図書館

大教室 

14  10.25 水 13:55～15:05 守屋治代他
＊ 

事例による看護過程展開の実際12 

：看護ケア計画の実施 

15  10.25 水 15:15～16:25 守屋治代他
＊ 

事例による看護過程展開の実際13 

：看護ケア計画の評価 

16  10.30 月 09:00～10:10 守屋治代 
事例による看護過程展開の実際14 

：看護の評価 
大教室 

17 2018. 2.15 木 09:00～10:10 守屋治代 看護過程展開能力の自己評価1 
大教室 

18  2.15 木 10:25～11:35 守屋治代 看護過程展開能力の自己評価2 

＊ 菊池昭江、見城道子、加藤京里、小宮山陽子、北條由佳 

 

   



フィットネスの理論と実技 

［フィットネスの理論と実技］ 

                          科目責任者：大村英輔 

目的 

健康や生活と身体活動との関係、運動実践の理論及び方法を学び、生涯を通して心身ともに健康で充実した生

き方をするための基本的な能力を身につけていくことを目的とする。 

 

到達目標 

１． 健康とは何かということについて説明できる。 

２． 体力とは何かということについて説明できる。 

３． いろいろな身体活動の違いを考えて運動実践することができる。 

４． いろいろな身体活動を通して体力を高めることができる。 

５． 生涯を通して自分の健康維持及び増進に身体活動を取り入れることができる。 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

Ⅰ. 健康と身体活動(講義) 

 

1. 健康と身体及び精神 

 

2. 身体活動と生活 

1）健康とは 

2）体力とは 

1）運動・スポーツとは 

2）運動と生活の関係とは 

 

Ⅱ．基本的な運動 

 

1．ストレッチング  

 

2．ウォーキング 

 

3．ジョギング 

 

4．ランニング 

 

 

1）セルフ・ストレッチング 

2）パートナー・ストレッチング 

1）ウォーキングフォーム 

2）ウォーキングでダイエット 

1）ジョギングフォーム 

2）ジョギングでダイエット 

1）ランニングフォーム 

2）ランニングでダイエット 

 

 

Ⅲ. 体力を高める運動 

 

 

 

 

1. 循環器トレーニング 

 

2. 筋トレーニング 

 

3. 神経トレーニング 

  

1）体力トレーニングの種類 

 

2）体力トレーニングの原則 

 

3）体力トレーニングの個別性 

 

 

Ⅳ. 球技 

 

 

 

 

  

 

1．ドッヂボール 

  

2．バレーボール 

 

3．ソフトボール 

 

4．卓球 

 

5．バドミントン 

 

6．テニス 

1）ドッヂボールのゲーム 

 

2）バレーボールのゲーム 

 

3）ソフトボールのゲーム 

 

4）卓球のゲーム 

 

5）バドミントンのゲーム 

 

6）テニスのゲーム 

 



フィットネスの理論と実技 

評価方法： 

・ 年間を通しての出席および授業態度を中心に評価する。また、長期休暇やまとめ等の際にレポート課題

を求める。このレポートも評価の対象とする。 

・ 配点は出席50%、態度およびレポートその他50%とし、採点を行う。 

・ 授業の性質上、欠席及び遅刻に関しては厳しく対処する。遅刻は3回で 1回の欠席とする。 

・ 基本的に全出席とする。また、授業回数の2/3以上の出席が単位認定の最低条件となる。 

・ その他の細かい内容については授業時に随時説明する。 

 

教科書： 

なし。必要であればプリント配布を行う。 

 

参考図書： 

著者名 タイトル   出版社 出版年 

 月刊【ランナーズ】各号    アールビーズ社 月刊誌 

金哲彦    【金哲彦のウォーキング＆スローラン】             高橋書店   2010 

 

＜講義スケジュール＞ 

1 2017. 4.20  木 13:55～15:05 大村英輔 健康と身体活動（講義）① 大教室 

2  4.20  木 15:15～16:25 大村英輔 健康と身体活動（講義）② 大教室 

3  4.26  水 12:30～13:40 大村英輔 健康と身体活動（講義）③ 大教室 

4  4.26  水 13:55～15:05 大村英輔 健康と身体活動（講義）④ 大教室 

5  5.10 水 12:30～13:40 大村英輔 ストレッチングA オーキッドホール 

  5.10 水 13:55～15:05 大村英輔 ストレッチングB オーキッドホール 

6  5.17  水 12:30～13:40 大村英輔 ウォーキングA オーキッドホール 

  5.17  水 13:40～15:05 大村英輔 ウォーキングB オーキッドホール 

7  5.24  水 12:30～13:40 大村英輔 ジョギングA 野球場 

  5.24  水 13:55～15:05 大村英輔 ジョギングB 野球場 

8  5.31  水 12:30～13:40 大村英輔 ランニングA 野球場 

  5.31  水 13:55～15:05 大村英輔 ランニングB 野球場 

9  6.14 水 15:15～16:25 大村英輔 ドッヂボールA オーキッドホール 

  6.14 水 16:35～17:45 大村英輔 ドッヂボールB オーキッドホール 

10  6.21 水 12:30～13:40 大村英輔 バレーボールA オーキッドホール 

  6.21  水 13:55～15:05 大村英輔 バレーボールB オーキッドホール 

11  6.28  水 12:30～13:40 大村英輔 ソフトボールＡ 野球場 

  6.28  水 13:55～15:05 大村英輔 ソフトボールＢ 野球場 

12  7.5  水 12:30～13:40 大村英輔 ソフトボールＡ 野球場 

  7.5  水 13:55～15:05 大村英輔 ソフトボールＢ 野球場 

13  7.12 水 12:30～13:40 大村英輔 ソフトボールＡ 野球場 

  7.12 水 13:55～15:05 大村英輔 ソフトボールＢ 野球場 

14  9.19  火 15:15～16:25 大村英輔 ストレッチ・中間振り返りＡ オーキッドホール 

  9.19 火 16:35～17:45 大村英輔 ストレッチ・中間振り返りＢ オーキッドホール 

15  9.27  水 09:00～10:10 大村英輔 トレーニングB オーキッドホール 

  9.27 水 10:25～11:35 大村英輔 トレーニングA オーキッドホール 

16  10.4  水 09:00～10:10 大村英輔 トレーニングB オーキッドホール 

  10.4 水 10:25～11:35 大村英輔 トレーニングA オーキッドホール 

17  10.11  水 09:00～10:10 大村英輔 トレーニングB オーキッドホール 

  10.11  水 10:25～11:35 大村英輔 トレーニングA オーキッドホール 

18  10.18  水 09:00～10:10 大村英輔 ウォーキング＆ジョギングB 野球場 

  10.18 水 10:25～11:35 大村英輔 ウォーキング＆ジョギングA 野球場 

19  10.25 水 09:00～10:10 大村英輔 ウォーキング＆ジョギングB 野球場 

  10.25 水 10:25～11:35 大村英輔 ウォーキング＆ジョギングA 野球場 

20  11.1  水 09:00～10:10 大村英輔 ランニングB 野球場 

  11.1 水 10:25～11:35 大村英輔 ランニングA 野球場 



フィットネスの理論と実技 

21  11.22  水 09:00～10:10 大村英輔 バレーボールB オーキッドホール 

  11.22  水 10:25～11:35 大村英輔 バレーボールA オーキッドホール 

22  12.6  水 09:00～10:10 大村英輔 卓球 B オーキッドホール 

  12.6  水 10:25～11:35 大村英輔 卓球 A オーキッドホール 

23  12.13  水 09:00～10:10 大村英輔 卓球 B オーキッドホール 

  12.13  水 10:25～11:35 大村英輔 卓球 A オーキッドホール 

24 2018. 1.10  水 09:00～10:10 大村英輔 バドミントンB オーキッドホール 

  1.10  水 10:25～11:35 大村英輔 バドミントンA オーキッドホール 

25  1.17  水 09:00～10:10 大村英輔 バドミントンB オーキッドホール 

  1.17  水 10:25～11:35 大村英輔 バドミントンA オーキッドホール 

26  1.24 水 09:00～10:10 大村英輔 テニスB テニスコート 
  1.24 水 10:25～11:35 大村英輔 テニスA テニスコート 

27  1.31  水 09:00～10:10 大村英輔 テニスB テニスコート 

  1.31  水 10:25～11:35 大村英輔 テニスA テニスコート 
28  2.7 水 09:00～10:10 大村英輔 ランニング＆まとめB 野球場 

  2.7 水 10:25～11:35 大村英輔 ランニング＆まとめA 野球場 

 



英語Ⅰ－１A：チャレンジ・クラス 

［英語Ⅰ-1Ａ：チャレンジ・クラス］ 

 

科目責任者：設楽 靖子 

科目担当者：設楽 靖子 

 

【目的】  

英語Ⅰ- 1Ａは、英語能力を磨きたいという学習意欲の高い学生を対象にしている。Alverno Collegeや Hawaii 

Pacific Universityよりの交換学生を迎えた時の交流や、それらの大学への短期研修の時に、積極的に英語でコミ

ュニケーションが図れるようになるための英語力を養う。さらに、大学院への進学、海外留学、海外での就職など

も念頭に入れ、英語4技能（Speaking, Listening, Reading, Writing）の総合的能力養成を目指す。 

 

【到達目標】 

1. さまざまな場面における簡単な日常英会話ができるようになる。 

2. 自分や日本のことを紹介する英語のスピーチができる。 

3. 物語の情景、登場人物の心境、などを深く読み取れるようになる。 

4. パワーポイントを利用した英語によるプレゼンテーション能力を養成する。 

5. 基本的な会話、簡単な説明を英語で聞きとれるようになる。（TOEICのリスニング自習） 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

I.スピーキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

II.リスニング 

 

 

 

III.リーディング 

 

 

IV.ライティング 

1． 英会話の基本表現を身につけ

る 

 

 

2． 会話に自信を持つ 

 

 

 

3． スピーチ・プレゼンテーション 

 

 

 

１.リスニング・ストラテジーの取

得 

 

 

１．ストーリーを読み込む 

 

 

１．オーラル・プレゼンテーション

のシナリオを書く 

１）様々な話題に関する会話表現を練習する 

  （自己紹介、趣味、仕事、経験など） 

２）会話によく使用される文法の基礎を復習する 

 

１) 友人と実際に英語で練習する 

２）何度も繰り返し練習する 

３）決まった表現が反射的に出るまで練習する。 

 

１）自分や家族、出身地について話す 

２）大東での生活や日本について話す 

３）英文でのパワーポイントの使い方に慣れる 

 

１）英語特有のリズム、発音のルールに慣れる 

２）TOEICにチャレンジすることによって、リスニング

の向上をはかる  

 

１）物語の意味を把握する 

２）内容の背景、登場人物の心理状態を理解する 

 

１）物語の内容を自分の英文で書く 

２）調べた情報を英文で書く  

成績評価の方法： 

TOEIC 50%、実技テスト20%、Readingテスト 20%、提出物10% 

 

教科書： 

仲谷 都 & John Pak 著『Speaking in Public プレゼンテーションのための基礎英語』  成美堂  2009 

塚田幸光 著 『Strike Up the TOIEC Test Listening 解法のコツを学ぶTOIECテストリスニング演習』  

                                         金星堂  2015 

Lucy Maud Montgomery，Anne of Green Gables. Retold by Clare West. Oxford Bookworms Library. 2008 

その他の資料は、適宜配布する 



英語Ⅰ－１A：チャレンジ・クラス 

 ＜講義スケジュール＞ 

1 2017. 4.13 木 12:30～13:40 設楽靖子 オリエンテーション 大教室 

2  4.13 木 13:55～15:05 設楽靖子 クラス分けとテスト/映画鑑賞 大教室

/情報実習室 

3  4.27 木 12:30～13:40 設楽靖子 教科書Unit 1 Introduction 大教室 

4  4.27 木 13:55～15:05 設楽靖子 国際交流準備 情報実習室 

5  5.11 木 12:30～13:40 設楽靖子 国際交流準備 情報実習室 

6  5.11 木 13:55～15:05 設楽靖子 国際交流準備 情報実習室 

7  5.18 木 12:30～13:40 設楽靖子 国際交流準備（予行練習:合同） 大教室 

8  5.18 木 13:55～15:05 設楽靖子 国際交流準備（予行練習:合同） 大教室 

9  5.25 木 12:30～13:40 設楽靖子 国際交流（合同） 大教室 

10  5.25 木 13:55～15:05 設楽靖子 国際交流（合同） 大教室 

11  5.25 木 15:15～16:25 設楽靖子 国際交流（合同） 大教室 

12  5.25 木 16:35～17:45 設楽靖子 国際交流（合同） 大教室 

13  6.8 木 12:30～13:40 設楽靖子 Anne, Chapter 1  大教室 

14  6.8 木 13:55～15:05 設楽靖子 Unit 2 Talking about Hobbies  大教室 

15  6.29 木 12:30～13:40 設楽靖子 会話テスト 大教室 

16  6.29 木 13:55～15:05 設楽靖子 Unit 4 Talking about Places 

Summer Vacation プレゼン準備 

大教室 

17  9.14 木 12:30～13:40 設楽靖子 Summer Vacation プレゼン  大教室 

18  9.14 木 13:55～15:05 設楽靖子 Anne, Chapter 2 
TOEIC Listening Drill 

大教室 

19  9.28 木 13:55～15:05 設楽靖子 Unit 5 Telling Stories 大教室  

20  9.28 木 15:15～16:25 設楽靖子 Anne, Chapter 3 大教室 

21  10.12 木 12:30～13:40 設楽靖子 TOEIC Listeningテスト① 情報実習室 

22  10.12 木 13:55～15:05 設楽靖子 ハワイ研修帰国報告プレゼン 大教室 

23  10.19 木 15:15～16:25 設楽靖子 Anne, Chapter 4 大教室 

24  10.19 木 16:35～17:45 設楽靖子 Anne, Chapter 5 大教室 

25  12.7 木 12:30～13:40 設楽靖子 Anne, Chapter 6 大教室 

26  12.7 木 13:55～15:05 設楽靖子 Readingテスト 大教室 

27  12.7 木 15:15～16:25 設楽靖子 プレゼン準備 情報実習室 

28 2018. 1.18 木 12:30～13:40 設楽靖子 TOEIC Listening テスト② 

Final Presentation 

情報実習室 

29  1.18 木 13:55～15:05 設楽靖子 Final Presentation 情報実習室 

 



英語Ⅰ－１B,C 

［英語Ⅰ-1：B, C］ 

 

  科目責任者：設楽 靖子 
  科目担当者：宮原 葉、稲田 佳子 

 

【目的】 

自主学習の習慣をつけ、将来必要とされる英語の基盤を身につける。使える英語を念頭に、読む、書く、聞く、話

す、の4技能の向上を目指す。5月に本学を訪問するAlverno Collegeの学生との交流、8月に行われるハワイ短期

留学などを念頭に入れ、スピーキングとリスニング力向上を図る。“Anne of Green Gables”を読みながら、物語

を楽しむ経験を積む。TOEICのリスニングのテキストを自習しながら聴解力の基礎を養う。 

 

【到達目標】 

1. 簡単な日常英会話ができる。 

2. 簡単な英語の説明を理解できる。 

3. 英語で簡単な発表ができる。 

4. 簡単な物語を辞書を引かずに理解できる。 

 

大 項 目 中 項 目 小 項 目 

I.スピーキング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

II.リスニング 

 

 

III.リーディング 

 

IV.ライティング 

1． 英会話の基本表現を身につけ

る 

 

 

2． 会話を楽しむ 

 

 

3． スピーチ・プレゼンテーション 

 

 

 

１.リスニング・ストラテジーの取

得 

 

１．ストーリーを読み込む 

 

１．オーラル・プレゼンテーション

のシナリオを書く 

１)様々な話題に関する会話表現を練習する 

  自己紹介、趣味、仕事、経験、日常生活 

2）会話によく使用される文法の基礎を復習する 

 

１) 友人と実際に英語で練習する 

２）何度も繰り返し練習する 

 

１）自分や家族について話す 

２）ロールプレイ 

３）大勢の前で発表する 

 

１）英語特有のリズム、発音のルールに慣れる 

２）TOEICにチャレンジすることによって、リスニング

の向上をはかる  

１）物語の意味を把握する 

 

１）調べた情報を英文で書く  

成績評価の方法： 

TOEIC 50%, 実技テスト20%, readingテスト20%、提出物10% 

 

教科書： 

仲谷 都 & John Pak 著 『Speaking in Public プレゼンテーションのための基礎英語』  成美堂  2009 

塚田幸光 著『Strike up the TOEIC Test Listening 解法のコツを学ぶTOEICテストリスニング演習』  

                                          金星堂  2015 

Lucy Maud Montgomery，Anne of Green Gables. Retold by Clare West. Oxford Bookworms Library. 2008 

その他の資料は、適宜配布する                                     

 

 

 

 

 



英語Ⅰ－１B,C 

＜講義スケジュール＞ 

1 2017. 4.13 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 オリエンテーション 大教室 

2  4.13 木 13:55～15:05 クラス分けとテスト/映画鑑賞 大教室 

3  4.27 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 Unit 1 Introduction B:視聴覚室 

C:中教室 

4  4.27 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 国際交流準備 B:視聴覚室 

C:中教室 

5  5.11 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 国際交流準備 B:視聴覚室 

C:中教室 

6  5.11 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 国際交流準備 B:視聴覚室 

C:中教室 

7  5.18 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 国際交流準備(予行演習：合同) 大教室 

8  5.18 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 国際交流準備(予行演習：合同) 大教室 

9  5.25 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 国際交流(合同) 大教室 

10  5.25 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 国際交流(合同) 大教室 

11  5.25 木 15:15～16:25 B宮原C稲田 国際交流(合同) B:視聴覚室 

C:中教室 

12  5.25 木 16:35～17:45 B宮原C稲田 国際交流(合同) B:視聴覚室 

C:中教室 

13  6.8 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 Unit 2 Talking about Hobbies B:視聴覚室 

C:中教室 

14  6.8 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 1. A surprise for Cuthbert B:視聴覚室 

C:中教室 

15  6.29 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 会話テスト／映画鑑賞 B:視聴覚室 

C:中教室 

16  6.29 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 会話テスト／映画鑑賞 B:視聴覚室 

C:中教室 

17  9.14 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 Report on Summer B:視聴覚室 

C:中教室 

18  9.14 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 Report on Summer B,C:Conference room 

19  9.28 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 Unit 2 Talking about hobbies B:視聴覚室 

C:中教室 

20  9.28 木 15:15～16:25 B宮原C稲田 1.A surprise for Cuthbert  B:視聴覚室 

C:中教室 

21  10.12 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 TOEIC Listening テスト① Ｂ,C:大教室 

22  10.12 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 ハワイ研修帰国報告 

プレゼンテーション 

大教室 

23  10.19 木 15:15～16:25 B宮原C稲田 Unit 3 Talking about people  B:視聴覚室 

C:中教室 

24  10.19 木 16:35～17:45 B宮原C稲田 映画鑑賞/プレゼン準備 大教室 

25  12.7 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 リーディングテスト B:視聴覚室 

C:中教室 26  12.7 木 13:55～15:05 B宮原C稲田 会話ﾃｽﾄ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝ準備 

27  12.7 木 15:15～16:25 B宮原C稲田 会話ﾃｽﾄ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝ準備 B,C:Conference room 

28 2018. 1.18 木 12:30～13:40 B宮原C稲田 TOEIC Listening テスト② 

Final presentation 

B,C:大教室 

29  1.18 木 13:55～15:05  Final presentation  B:視聴覚室 

C:中教室 

 



情報科学演習Ⅰ 

[情報科学演習Ⅰ] 

    科目責任者：神山 暢夫 

    科目担当者：神山 暢夫、榊 建二郎、山下 桂、阿久津 里 

  

【目的】 

 現在の社会においては、ITは教育、医療を含めて様々な分野で必須のものとなっており、PCなどにふれない日はない程

となっている。情報科学演習ⅠではPCを一般の文具と同様に取り扱えるようになる事を目的とする。さらに、医療、看護

の分野における情報の保護、管理といった基本的な知識を身につけ、情報を自らの手で利用できるようにする事が目標で

ある。 

【到達目標】 

１. PCで取り扱う情報の概念を理解する。 

２. 情報を保護、管理する能力を身につける。 

３. レポート、グラフ、図表の作成をPCで行える能力を身につける。 

 

大項目 中項目 小項目 

Ⅰ．情報と知識 

 

 

Ⅱ．情報処理の基礎 

１． 情報の概念 

 

 

１． 情報の収集 

２．文章による情報処理 

 

 

３．データの処理 

 

 

４．情報の統合 

1）情報と医療 

2）情報と看護 

3）情報の管理 

1) インターネットと検索 

1）日本語変換 

2）文字の修飾、レイアウト 

3）文章構成 

1）表の作成 

2）数値の処理と解析 

3）グラフ 

1）図、グラフの作成 

2）図、グラフの処理 

 

成績評価の方法：提出された課題の評価による（100％） 

 

教科書：なし 

 

参考図書：下村健一 １０代からの情報キャッチボール入門 -使えるメディア・リテラシー- 

        岩波書店 2015年 

 



情報科学演習Ⅰ 

＜講義スケジュール＞                          

1 2017 4.14 金 13:55〜15:05 神山 暢夫 演習の概要、ポータル 大教室 

2B  
4.19 水 

9:00～10:10 神山 暢夫 

榊 建二郎 
コンピュータの基本操作 情報実習室 

2A  10:25〜11:35 

3B  
4.26 水 

9:00～10:10 神山 暢夫 

榊 建二郎 
ウェッブメール、インターネット 情報実習室 

3A  10:25〜11:35 

4B  
5.10 水 

9:00～10:10 榊 建二郎 

神山 暢夫 
ワープロ：日本語変換と文字入力 情報実習室 

4A  10:25〜11:35 

5B  
5.17 水 

9:00～10:10 榊 建二郎 

神山 暢夫 
ワープロ：文書作成 情報実習室 

5A  10:25〜11:35 

6B  
5.24 水 

9:00～10:10 榊 建二郎 

神山 暢夫 
ワープロ：文書レイアウトと装飾 情報実習室 

6A  10:25〜11:35 

7B  
5.25 木 

9:00～10:10 山下 桂 

阿久津 里 
コンピュータを用いた情報収集 (1) 情報実習室 

7A  10:25〜11:35 

8B  
5.31 水 

9:00～10:10 榊 建二郎 

神山 暢夫 
ワープロ：レポート作成 情報実習室 

8A  10:25〜11:35 

9B  
6.7 水 

9:00～10:10 榊 建二郎 

神山 暢夫 
ワープロ：レポートの保存、提出 情報実習室 

9A  10:25〜11:35 

10B  
6.14 水 

9:00～10:10 榊 建二郎 

神山 暢夫 
ワープロ：課題作成 情報実習室 

10A  10:25〜11:35 

11B  
6.21 水 

9:00～10:10 山下 桂 

阿久津 里 
コンピュータを用いた情報収集 (2) 情報実習室 

11A  10:25〜11:35 

12B  
6.28 水 

9:00～10:10 神山 暢夫 

榊 建二郎 
表計算：文字および数値の入力 情報実習室 

12A  10:25〜11:35 

13B  
7.5 水 

9:00～10:10 神山 暢夫 

榊 建二郎 
表計算：データの処理 情報実習室 

13A  10:25〜11:35 

14B  
7.12 水 

9:00～10:10 神山 暢夫 

榊 建二郎 
表計算：数式処理と応用 情報実習室 

14A  10:25〜11:35 

15  9.4 月 9:00～10:10 神山 暢夫 看護情報の管理と倫理 大教室 

16B  
9.6 水 

9:00～10:10 神山 暢夫 

榊 建二郎 
表計算：グラフの作成と加工 情報実習室 

16A  10:25〜11:35 

17B  
9.13 水 

9:00～10:10 神山 暢夫 

榊 建二郎 
表計算：図や写真の処理 情報実習室 

17A  10:25〜11:35 

18B  
9.20 水 

9:00～10:10 神山 暢夫 

榊 建二郎 
表計算：課題作成1 情報実習室 

18A  10:25〜11:35 
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公衆衛生学 公衆衛生学

〔公衆衛生学〕（選択科目）

科目責任者 北島 勉

科目担当者 北島 勉

目的

健康の概念が万人に固有な基本的権利としてその社会的意義が認識され、人々が社会的役割を営むこ

とができるための健康支援が保健医療福祉のあらゆる場面で展開されている。人々の健康はその生活

状況と相互関係にあるため、社会的環境と密接な関わりがあることを理解し、健康支援に必要とする

情報の収集および分析とそれを企画する能力が求められている。公衆衛生学では健康課題を考究する

学際的領域の方法論を学び、健康課題をマネジメントするための基礎的能力を高める。

到達目標

1．健康と生活を評価する基礎的な指標をあげることができる。
2．健康支援の効果を評価する方法を具体的に述べることができる。
3．対象者のライフコースにおける社会的役割に応じた健康課題を説明できる。
4．生活者の健康課題を支援する仕組みと活動を説明できる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．健康と公衆衛生

Ⅱ．健康指標と公衆衛

生

Ⅲ．健康管理と公衆衛

生

1．公衆衛生の概念

2．公衆衛生活動の変遷と
意義

1．健康生活に関連した指
標

2．保健医療福祉活動の基
本となる制度

3．公衆衛生活動の展開

1．健康課題の評価

1）健康観の変遷
2）自然権・生存権と基本的人権
3）公衆衛生活動の基盤
4）公衆衛生政策と保健等の計画
1）保健医療福祉制度の経緯
2）公衆衛生活動の対象と場
3）社会環境の変化と公衆衛生活動の動向
1）人口関連統計
2）生活環境関連統計
3）疾病関連統計
4）福祉関連統計
1）社会経済的動向
2）医療保健関連制度
3）保険制度
4）福祉制度
1）ヘルスプロモーションの取組み
2）疾病管理の取組み
3）社会病理への取組み
4）その他の取組み
1）QOLの視点と健康寿命
2）スクリーニングと費用対効果
3）PDCAサイクルとマネジメント
4）リスク/セーフ・マネジメント



公衆衛生学 公衆衛生学

大 項 目 中 項 目 小 項 目

2．対象別の活動 1）ライフサイクルとライフコース
2）産業保健管理
3）学校保健管理
4）疫学
5）医薬品・食品の安全管理
6）情報管理
7）国際保健

評価方法

出席状況（10％）、講義への参加態度（10％）、課題レポートの提出（30％）および試験結果（50％）
により総合評価を行う。

教科書

厚生労働統計協会編 国民衛生の動向 2017/2018 厚生労働統計協会 2017

参考図書

島崎謙治 日本の医療 : 制度と政策 東大出版会 2011
河口洋行 医療の経済学 第 3版 日本評論社 2015
日本疫学会 はじめて学ぶやさしい疫学 第 2版 南江堂 2010
日本国際保健医療学会 国際保健医療学 第 3版 杏林書院 2013



公衆衛生学

＜講義スケジュール＞

1 2018.  1.12 金 15:15～16:25 北島　勉 看護における公衆衛生学の視座

2   1.12 金 16:35～17:45 北島　勉 日本の人口構造と疾病構造

3   1.15 月 9:00～10:10 北島　勉 日本の保健医療制度の変遷

4   1.15 月 10:25～11:35 北島　勉 国民医療費

5   1.25 木 12:30～13:40 北島　勉 日本の保健医療制度

6   1.25 木 13:55～15:05 北島　勉 日本の医療保険制度（１）

7   1.26 金 15:15～16:25 北島　勉 日本の医療保険制度（２）

8   1.26 金 16:35～17:45 北島　勉 医療保険の特徴

9   1.29 月 9:00～10:10 北島　勉 医療保険制度の設計

10   1.29 月 10:25～11:35 北島　勉 疫学の概念

11   1.30 火 9:00～10:10 北島　勉 疫学研究の種類と方法（観察研究）

12   1.30 火 10:25～11:35 北島　勉 疫学研究の種類と方法（介入研究）

13   2.  1 木 12:30～13:40 北島　勉 保健医療活動の経済評価

14   2.  1 木 13:55～15:05 北島　勉 健康指標とその活用

15   2.  6 火 9:00～10:10 北島　勉 健康課題と健康・生活指標（演習）

16   2.  6 火 10:25～11:35 北島　勉 健康課題と健康・生活指標（演習）

17   2.  9 金 9:00～10:10 北島　勉 健康課題と健康・生活指標（演習）

18   2.  9 金 10:25～11:35 北島　勉 国際保健の課題（感染症）

19   2.13 火 9:00～10:10 北島　勉 国際保健の課題（非感染性疾患）

20   2.13 火 10:25～11:35 北島　勉 国際保健の課題（母子保健）

  2.15 木 10:25～11:35 北島　勉 試験
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養護概説 養護概説

＜講義スケジュール＞

1 2017.12.14 木 15:15～16:25 日沼 千尋 ガイダンス

2 12.14 木 16:35～17:45 日沼 千尋 養護の概念

3 2018.  1.10 水 13:55～15:05 日沼 千尋 養護教諭と職務、役割

4   1.10 水 15:15～16:25 日沼 千尋 健康診断と健康観察、健康相談　１(AL)

5   1.15 月 15:15～16:25 奥野 順子 保健室の役割と保健組織活動

6   1.15 月 16:35～17:45 奥野 順子 保健調査と健康課題　1(AL)

7   1.22 月 15:15～16:25 日沼 千尋 健康診断と健康観察、健康相談　２

8   1.22 月 16:35～17:45 日沼 千尋 健康診断と健康観察、健康相談　３

9   1.25 木 15:15～16:25 日沼 千尋 保健教育と保健指導

10   1.25 木 16:35～17:45 日沼 千尋 養護活動の評価

11   1.29 月 13:55～15:05 奥野 順子 保健調査と健康課題　2

12   1.29 月 15:15～16:25 奥野 順子他* 学校保健計画の作成1

13   1.29 月 16:35～17:45 奥野 順子他* 学校保健計画の作成2(AL)

14   2.  2 金 16:35～17:45 奥野 順子他* 学校保健計画の作成3

15   2.  5 月 12:30～13:40 奥野 順子他* 学校保健計画の作成4(AL)

16   2.  6 火 16:35～17:45 奥野 順子他* 学校保健計画の作成5

17   2.  8 木 12:30～13:40 奥野 順子他* 学校保健計画の発表1

18   2.  8 木 13:55～15:05 奥野 順子他* 学校保健計画の発表2

19   2.  8 木 15:15～16:25 奥野 順子他* 学校保健計画の発表3

20   2.  8 木 16:35～17:45 奥野 順子他* 学校保健計画のまとめ

  2.13 火 12:30～13:40 日沼 千尋 試験

*奥野 順子、日沼 千尋

− 100 −



健康教育学 健康教育学

〔健康教育学〕（選択科目）

科目責任者 清水 洋子

科目担当者 清水 洋子、中田 晴美、犬飼かおり、

渡辺 昌子、高 紋子、吉澤 裕世

目的

健康教育の意義および健康教育に必要な基礎知識を学ぶとともに、効果的な健康教育の方法について、

演習を通して理解する。

到達目標

1．健康教育の意義、基礎理論について説明することができる。

2．各ライフステージや様々な場における健康教育の方法と実践例について説明することができる。

3．健康教育を行う際の倫理的配慮について説明することができる。

4．個別健康教育・健康相談のための知識・技術について説明することができる。

5．集団への健康教育について企画・実施・評価の一連の過程について展開することができる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．健康教育学総論 1． 健康教育の意義・理論

2．健康教育の方法

3．健康教育の実際

4．健康教育における倫理

的配慮

1）健康教育の意義

2）健康教育の基礎理論

1）健康教育のねらい・方法

2）健康教育のプロセス

3）健康教育の評価

1）各ライフステージ（学童期、思春期、育児期、

壮年期、老年期）の健康課題

2）健康教育実践例

3）家庭･地域における健康教育

4）職場における健康教育

5）学校における健康教育

1）プライバシー保護と倫理的配慮

2）健康情報の有効活用

Ⅱ．健康教育学各論

個別健康教育・

健康相談のため

の知識・技術

1. 疾病構造の変化と予防

医療

2. 予防医療の実際

3.生活習慣改善における健

康相談・個別保健指導の

実際

1）日本における疾病構造の変化

2）予防の概念と予防医療の目的・方法

3）心身の疾病予防管理

1）健診・検診の目的・種類・データの活用

2）特定健康診査・特定保健指導の目的・方法

3）特定健康診査における健康相談・個別保健指導の

実際

1）運動・身体活動の改善指導の方法と実際

2）栄養・食事改善の指導の方法と実際

3）禁煙の勧奨・支援の方法と実際



健康教育学 健康教育学

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅲ．集団への健康教

育の展開

（グループワーク）

1．健康教育 演習

(1)～(10)

2．健康教育 演習

(11)～(14)
3．健康教育 まとめ

1）グルーピング

2）演習テーマの設定

（ライフステージ、ライフスタイル、メンタル

ヘルス、疾病等の要因を考慮）

3）健康教育実践に必要な基礎知識の学習

4）健康教育教案作成（計画書・シナリオ）

5）教材の作成・選択

1）健康教育ロールプレイ（発表）

2）健康教育ロールプレイ（相互評価）

1）健康教育の評価

2）総合評価を踏まえた健康教育の再構成

評価方法

自己学習課題レポート（10％）、授業への参加態度（20％）、演習成果発表内容（計画用紙 30%・プレ

ゼンテーション 40％）により総合的に評価する。

教科書

日本健康教育士養成機構編 新しい健康教育 保健同人社 2011

参考図書

井伊久美子他 新版 保健師業務要覧 2017 年版 日本看護協会出版会 2017
中村裕美子他 標準保健師講座 2 地域看護技術 医学書院 2010
荒賀直子他編 公衆衛生看護学.Jp 第 4 版 インターメディカル 2015

Public Health Nursing in Japan
宮坂忠夫他 健康教育論 第 2 版 メヂカルフレンド社 2013
柳川 洋、中村好一 公衆衛生マニュアル 2016 南山堂 2016
日本小児科学会他 編 心と体の健診ガイド‐乳児編‐第 2 版 日本小児医事出版社 2006
日本小児科学会他 編 心と体の健診ガイド‐幼児編‐ 日本小児医事出版社 2000
愛知県健康福祉部他 愛知県母子健康診査マニュアル 愛知県小児保健協会 2012
大渕修一 絵を見てできる介護予防 法研 2005

‐運動・食事・住まいの工夫で自立した高齢期を‐

大渕修一 自分でできる介護予防 厚生出版社 2005
‐高齢者の介護予防支援ガイドブック‐



健康教育学 健康教育学

＜講義スケジュール＞

1 2018.  1.16 火 15:15～16:25 清水 洋子 健康教育の意義・理論

2   1.16 火 16:35～17:45 清水 洋子 健康教育の方法・実際・倫理的配慮

3   1.19 金 15:15～16:25 坂井理映子 疾病構造の変化と予防医療の実際(特講）

4   1.19 金 16:35～17:45 坂井理映子 生活習慣改善における健康相談・個別保健指導の実際（特講）

5   2.  1 木 15:15～16:25 健康教育　演習(1)
6   2.  1 木 16:35～17:45 健康教育　演習(2)
7   2.  5 月 15:15～16:25 健康教育　演習(3)
8   2.  5 月 16:35～17:45 健康教育　演習(4)
9   2.  8 木 9:00～10:10 健康教育　演習(5)

10   2.  8 木 10:25～11:35 健康教育　演習(6)
11   2.14 水 9:00～10:10 中田 晴美他* 健康教育　演習(7)

12   2.14 水 10:25～11:35 健康教育　演習(8)
13   2.16 金 9:00～10:10 健康教育　演習(9)
14   2.16 金 10:25～11:35 健康教育　演習(10)
15   2.21 水 12:30～13:40 健康教育　演習(11)　 健康教育ロールプレイ

16   2.21 水 13:55～15:05 健康教育　演習(12)　 健康教育ロールプレイ
17   2.21 水 15:15～16:25 健康教育　演習(13)　健康教育ロールプレイ
18   2.21 水 16:35～17:45 健康教育　演習(14)　健康教育ロールプレイ(まとめ含む）

＊中田 晴美、清水 洋子、犬飼かおり、渡辺 昌子、高　紋子、吉澤 裕世、坂井理映子
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〔精神看護学・各論〕

科目責任者 田中美恵子

科目担当者 田中美恵子、小山 達也、異儀田はづき、

飯塚あつ子、德田 由希、濱田 由紀、

嵐 弘美

目標

精神状態に影響を受けた個人の生活行動および人間関係に焦点を置き、精神の健康の保持増進、精神

の健康障害の予防、および一旦精神障害を来した人々に対する看護援助について学び、さらに広く看

護全般に活用しうる精神看護学の知識と技術を習得する。

到達目標

1．精神状態のアセスメントならびに対人関係とコミュニケーションの技術について理解し、看護への
活用について説明できる。

2．薬物療法、精神療法・集団療法、家族援助、リハビリテーション、訪問看護について理解し、看護
への活用について説明できる。

3．統合失調症、双極性障害・抑うつ障害、アルコール依存症、パーソナリティ障害・摂食障害、不安
障害、強迫性障害、心的外傷およびストレス因関連障害、発達障害、身体合併症の特徴と看護の内

容について説明できる。

4．精神科病院体験演習を通じて、精神科病院の概要を説明でき、患者とのコミュニケーションを実践
することができる。

5．セルフヘルプグループや当事者活動について、当事者の語りを聞くことで、看護に対象者の視点を
取り入れることの重要性を理解できる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．援助技術

Ⅱ．援助方法

1．精神状態のアセスメント

2．対人関係とコミュニケ
ーション

1．薬物療法と看護

2．精神療法・集団療法と
看護

3．家族への援助

4．リハビリテーション

1）精神状態のアセスメントと看護過程
2）精神状態のアセスメントの構成要素
3）精神状態とセルフケア
1）患者－看護師関係
2）治療的コミュニケーション
3）コミュニケーションの再構成

1）薬物療法の概観
2）薬物療法の作用と副作用
3）薬物療法と看護
1）精神療法・集団療法の概観
2）来談者中心療法
3）精神分析療法
4）精神療法・集団療法と看護
1）精神障害者の家族の現状
2）家族心理教育
3）看護における援助方法の実際
1）精神科リハビリテーションとは
2）リハビリテーション活動の実際
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大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅲ．対象と看護

Ⅳ．体験演習

Ⅴ．対象者の視点

5．訪問看護

1．統合失調症患者への看
護（急性期）

2．統合失調症患者への看
護（慢性期）

3．双極性障害・抑うつ障
害患者への看護

4．アルコール依存症・薬
物依存症患者への看護

5．パーソナリティ障害・
摂食障害患者への看護

6．不安障害・強迫性障害・
心的外傷およびストレ

ス因関連障害患者への

看護

7．発達障害（神経発達症
群）への看護

8．身体合併症患者への看護

1．精神科病院体験演習

1．セルフヘルプグループ
2．当事者活動

3）リハビリテーションと看護
1）訪問看護の目的と機能
2）訪問看護の実際

1）統合失調症急性期患者の特徴
2）看護の特徴と実際
1）統合失調症慢性期患者の特徴
2）看護の特徴と実際
1）双極性障害・抑うつ障害患者の特徴
2）看護の特徴と実際
1）アルコール依存症患者の特徴
2）薬物依存症患者の特徴
3）看護の特徴と実際
1）パーソナリティ障害・摂食障害患者の特徴
2）看護の特徴と実際
1）不安障害・強迫性障害・心的外傷およびスト
レス因関連障害患者の特徴

2）看護の特徴と実際

1）発達障害（神経発達症群）の特徴
2）看護の特徴と実際
1）身体合併症患者の特徴
2）看護の特徴と実際

1）精神科病院の概要の理解
2）患者との関わりの実際
1）セルフヘルプグループとは
2）セルフヘルプグループ活動の実際
3）当事者体験
4）当事者の主張

評価方法

出席状況 10％、見学実習レポ－ト 20％、課題提出 70％により総合的に評価する。

教科書

田中美恵子 編著 「精神看護学第 2版」学生-患者のストーリーで綴る実習展開医歯薬出版 2015

参考図書

講義中に適宜紹介する
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＜講義スケジュール＞

1 2017.10.23 月 12:30～13:40 異儀田はづき 精神状態のアセスメント1
2 10.23 月 13:55～15:05 異儀田はづき 精神状態のアセスメント2
3 12.11 月 12:30～13:40 異儀田・飯塚・德田 対人関係とコミュニケーション1
4 12.11 月 13:55～15:05 異儀田・飯塚・德田 対人関係とコミュニケ－ション2
5 12.11 月 15:15～16:25 異儀田・飯塚・德田 対人関係とコミュニケ－ション3
6 12.13 水 9:00～10:10 濱田 由紀 精神療法・集団療法と看護

7 12.13 水 10:25～11:35 小山 達也 薬物療法と看護

8 12.15 金 9:00～10:10 田中美恵子他＊ 精神科病院一日見学実習

9 12.15 金 10:25～11:35 田中美恵子他＊ 精神科病院一日見学実習

10 12.15 金 12:30～13:40 田中美恵子他＊ 精神科病院一日見学実習

11 12.15 金 13:55～15:05 田中美恵子他＊ 精神科病院一日見学実習

12 12.15 金 15:15～16:25 田中美恵子他＊ 精神科病院一日見学実習

13 2018.  1.  9 火 15:15～16:25 小山 達也 家族への援助

14   1.10 水 12:30～13:40 濱田 由紀 リハビリテ－ション

15   1.11 木 12:30～13:40 濱田 由紀 訪問看護

16   1.11 木 13:55～15:05 濱田 由紀 統合失調症（急性期）患者への看護

17   1.15 月 12:30～13:40 飯塚あつ子 統合失調症（慢性期）患者への看護

18   1.15 月 13:55～15:05 小山 達也 双極性障害・抑うつ障害患者への看護

19   1.18 木 15:15～16:25 濱田 由紀 アルコ－ル依存・薬物依存患者への看護

20   1.18 木 16:35～17:45 飯塚あつ子 パーソナリティ障害・摂食障害患者への看護

21   1.22 月 12:30～13:40 嵐　弘美 不安障害・強迫性障害・心的外傷およびストレス因関連障害への看護

22   1.22 月 13:55～15:05 嵐　弘美 身体合併症患者への看護

23   1.24 水 15:15～16:25 小山 達也 発達障害への看護

24   1.24 水 16:35～17:45 濱田 由紀 セルフヘルプグル－プ

25   1.29 月 12:30～13:40 田中美恵子 対象者の視点：当事者活動

26   1.31 水 13:55～15:05 田中美恵子他＊ グループワーク

27   1.31 水 15:15～16:25 田中美恵子他＊ グループワーク

28   1.31 水 16:35～17:45 田中美恵子他＊ グループワーク

* 田中美恵子、小山達也、異儀田はづき、飯塚あつ子、德田由希、濱田由紀、嵐弘美
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〔母性看護学・各論〕

科目責任者 小川久貴子

科目担当者 小川久貴子、竹内 道子、抜田 博子、

田幡 純子、潮田千寿子、鈴木小弥香、

大原 明子

目的

女性のライフステージを通した母性看護学が担うヘルスケアについて習得し、現代社会における女性の

取り巻く事象を多角的に解釈できる基礎的能力を養う。

到達目標

1．女性のライフステージにおける母性看護学の役割について述べることができる。
2．母子(児)の生理と経過について述べることができる。
3．母子(児)の特性を述べることができる。
4．母子(児)の生活と基本的ニーズを述べることができる。
5．母子(児)の看護を述べることができる。
6．母子(児)の特性をふまえた看護の展開ができる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．女性のライフステージ

を通したヘルスケア

Ⅱ．母子(児)の特性をふ
まえた看護の展開

1．母子(児)の看護の特徴

2．妊娠期

3．分娩期

4．産褥期

5．新生児期

1．看護過程と看護実践の
基礎

1）周産期とは
2）母子(児)、家族看護の役割
1）正常妊娠の生理と経過
2）妊婦の特性
3）妊婦の生活と基本的ニーズ
4）妊婦の看護
1）正常分娩の経過と分娩の３要素
2）産婦の特性
3）産婦の生活と基本的ニーズ
4）産婦の看護
1）正常産褥の生理と経過
2）褥婦の特性
3）褥婦の生活と基本的ニーズ
4）褥婦の看護
5）親子・育児支援
1）正常新生児の生理と経過
2）新生児の特性
3）新生児の生活と基本的ニーズ
4）新生児の看護
1）看護過程・看護実践に必要とされる基礎的知識を
身につけながら母子(児)の看護過程を用いて看
護を展開する。
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評価方法

試験結果にて 100％評価を行う

教科書

森恵美 他編著 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学概論 第 13版 医学書院 2016
森恵美 他編著 系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学各論 第 13版 医学書院 2016
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＜講義スケジュール＞

1 2017.  4.11 火 12:30～13:40 潮田千寿子 母子(児)の看護

2   4.11 火 13:55～15:05 潮田千寿子 正常妊娠の生理と経過

3   4.19 水 15:15～16:25 潮田千寿子 妊婦の特性

4   4.19 水 16:35～17:45 潮田千寿子 妊婦の生活と基本的ニーズ

5   4.21 金 12:30～13:40 大原 明子 妊婦の看護

6   4.21 金 13:55～15:05 潮田千寿子 妊婦の看護

7   4.24 月 13:55～15:05 田幡 純子 正常分娩の経過と分娩の３要素

8   4.25 火 12:30～13:40 田幡 純子 産婦の特性

9   4.25 火 13:55～15:05 田幡 純子 産婦の生活と基本的ニーズ

10   4.27 木 12:30～13:40 田幡 純子 産婦の看護

11   4.27 木 13:55～15:05 田幡 純子 産婦の看護

12   5.11 木 12:30～13:40 抜田 博子 正常産褥の生理と経過

13   5.12 金 15:15～16:25 抜田 博子 褥婦の特性

14   5.15 月 12:30～13:40 抜田 博子 褥婦の生活と基本的ニーズ

15   5.16 火 12:30～13:40 抜田 博子 褥婦の看護

16   5.18 木 13:55～15:05 抜田 博子 親子・育児支援

17   5.22 月 12:30～13:40 鈴木小弥香 正常新生児の生理と経過

18   5.29 月 13:55～15:05 鈴木小弥香 新生児の生活と基本的ニーズ

19   5.29 月 15:15～16:25 鈴木小弥香 新生児の看護

20   6.  6 火 16:35～17:45 看護過程の実践

21   6.12 月 12:30～13:40 看護過程の実践

22   6.12 月 13:55～15:05 看護過程の実践

23   6.16 金 15:15～16:25 看護過程の実践

24   6.16 金 16:35～17:45 　竹内道子他* 看護過程の実践

25   6.20 火 13:55～15:05 看護過程の実践

26   6.20 火 15:15～16:25 看護過程の実践

27   6.26 月 12:30～13:40 看護過程の実践

28   6.26 月 13:55～15:05 看護過程の実践

  6.30 金 10:25～11:35 試験

* 小川久貴子、竹内道子、田幡純子、鈴木小弥香
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〔小児看護学・各論〕

科目責任者 日沼 千尋

科目担当者 日沼 千尋、関森みゆき、奧野 順子、

櫻田 章子、酒井 麻希、山田咲樹子、

栗田直央子

目的

子どもを成長・発達および生活の側面から理解し、健康の増進、苦痛の緩和、健康の回復あるいは穏

やかな死に向けて、子どもの看護について理解する。

到達目標

1．子どもの形態的成長と機能的発達について、「生活行動を支えるもの」の側面から説明できる。

2．子どもの健康増進のための施策について説明できる。

3．子どもの発達に応じた生活援助について説明できる。

4．健康障害のある子どもの特徴と看護について説明できる。

5．さまざまな状況にある子どもの看護について説明できる。

6．症状がある子どもの看護について説明できる。

7．子どもの特徴をふまえた看護過程の考え方を説明できる。

8．子どもの看護に必要な基本的看護技術について説明できる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．健康な子どもの看

護

Ⅱ．健康障害のある子

どもの看護

1．子どものヘルスアセス

メント

2．発達段階に応じた生活

援助

1．健康障害のある子ども

の特徴と看護

2．さまざまな状況にある

子どもの看護

1）大きさ・重さ

2）恒常性を維持するしくみ

3）アセスメントに必要な看護技術

4）健康診査

5）予防接種

6）事故予防

1）乳児の生活援助

2）幼児の生活援助

3）小学生・中学生の生活援助

1）健康障害のある子どもの看護

2）外来における子どもの看護

3）入院している子どもの看護

4）長期療養が必要な子どもの看護

1）低出生体重児と医療処置を受ける新生児の看護

2）重症心身障害のある子どもの看護

3）手術を受ける子どもの看護

4）終末期にある子どもの看護

5）虐待を受けた子どもの看護

6）災害を受けた子どもの看護
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大 項 目 中 項 目 小 項 目

3．症状のある子どもの看

護展開

1）子どもの看護過程の特徴

2）症状のある子どもの看護

3）検査・治療を受ける子どもの看護

評価方法

試験 60％、課題 40％の割合で評価する

＊詳細はガイダンスにて配付の資料に提示する

教科書

松尾宣武､濱中喜代 編 新体系看護学全書 メヂカルフレンド社 2014
小児看護学①小児看護概論・小児保健 第 5 版

（＊2 年次の小児看護学・概論と同じ教科書を使用する）

松尾宣武､濱中喜代 編 新体系看護学全書 メヂカルフレンド社 2014
小児看護学②健康障害をもつ小児の看護 第 5 版

（＊2 年次の病態学・各論Ⅲと同じ教科書を使用する）

山元 恵子 監 写真でわかる小児看護技術 インターメディカ 2015
改訂第 3 版

この他、ガイダンスおよび講義中に資料を配付し紹介する
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＜講義スケジュール＞

1   4.11 火 15:15～16:25 日沼 千尋他＊ ガイダンス

2 4.12 水 9：00～10：10 関森みゆき他＊ 発達段階に応じた生活援助　１（AL）

3   4.18 火 13:55～15:05 関森みゆき他＊ 発達段階に応じた生活援助　２
4   4.20 木 16:35～17:45 関森みゆき他＊ 発達段階に応じた生活援助　３
5   4.21 金 10:25～11:35 奧野 順子他＊ 子どものヘルスアセスメント　１

6   4.25 火 10:25～11:35 奧野 順子他＊ 子どものヘルスアセスメント　２（AL）

7   5.  8 月 12:30～13:40 奧野 順子他＊ 子どものヘルスアセスメント　３

8   5.  8 月 13:55～15:05 奧野 順子他＊ 子どものヘルスアセスメント　４

9   5.10 水 9:00～10:10 奧野 順子他＊ 子どものヘルスアセスメント　５

10   5.12 金 10:25～11:35 山田 咲樹子 外来における子どもの看護

11   5.12 金 12:30～13:40 櫻田 章子他＊ 子どもの入院環境　１（AL）

12   5.15 月 10:25～11:35 関森みゆき 健康障害のある子どもの看護　１

13   5.16 火 16:35～17:45 関森みゆき 健康障害のある子どもの看護　２

14   5.19 金 10:25～11:35 櫻田 章子他＊ 子どもの入院環境　２　

15   5.22 月 10:25～11:35 櫻田 章子 長期療養が必要な子どもの看護

16   5.23 火 9:00～10:10 関森みゆき 低出生体重児と医療処置を受ける新生児の看護

17   5.23 火 10:25～11:35 奧野 順子 重症心身障害のある子どもの看護

18   5.24 水 9:00～10:10 櫻田 章子 手術を受ける子どもの看護

19   5.25 木 12:30～13:40 櫻田 章子他＊ 虐待を受けた子どもの看護・災害を受けた子どもの看護　1（AL）

20   5.29 月 12:30～13:40 奧野 順子他＊ 症状のある子どもの看護展開　１

21   6.  5 月 9:00～10:10 櫻田 章子他＊ 虐待を受けた子どもの看護・災害を受けた子どもの看護　2

22   6.  6 火 10:25～11:35 栗田直央子 終末期にある子どもの看護

23   6.  9 金 12:30～13:40 奧野 順子他＊ 症状のある子どもの看護展開　２（AL）

24   6.12 月 10:25～11:35 奧野 順子他＊ 症状のある子どもの看護展開　３　

25   6.19 月 9:00～10:10 奧野 順子他＊ 症状のある子どもの看護展開　４

26   6.20 火 16:35～17:45 奧野 順子他＊ 症状のある子どもの看護展開　５

27   6.23 金 10:25～11:35 奧野 順子他＊ 症状のある子どもの看護展開　６

  6.26 月 10:25～11:35 日沼 千尋 試験

28   9.  5 火 12:30～13:40 日沼 千尋 まとめ

* 日沼千尋、関森みゆき、奥野順子、櫻田章子、酒井麻希



小児看護学実習 小児看護学実習

〔小児看護学実習〕

科目責任者 日沼 千尋

科目担当者 日沼 千尋、関森みゆき、奥野 順子、

櫻田 章子、酒井 麻希

目的

健康障害のある子どもを理解し、看護を実践する基礎的能力を養う。

到達目標

1．健康障害のある子どもについて、成長・発達をふまえた生活行動の側面から述べることができる。
2．健康障害のある子どもの看護上の問題と援助について述べることができる。
3．健康障害のある子どもの状態に適した看護を実践し、評価することができる。
4．看護の学習者として、自己の能力を発展させる取り組みができる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．健康障害のある

子どもを看護す

る基礎的能力

1．健康障害のある子ど
もの理解

2．健康障害のある子ど
もの看護の理解

3．健康障害のある子ど
もの状態に適した看護

の実践と評価

4．自己の能力を発展さ
せる取り組み

1）入院前の生活行動
2）発達段階をふまえた生活行動
3）入院による生活行動への影響
4）検査・治療による生活行動への影響
5）健康障害による生活行動への影響

1）発達段階に応じた看護
2）成長・発達を支援する看護
3）健康レベルに応じた看護
4）入院中の生活に応じた看護
5）退院後の生活をふまえた看護

1）発達段階に適した実践
2）健康レベルに適した実践
3）生活に合わせた実践
4）子どもの意思を尊重し、最善の利益を考慮した実践
5）実践結果からの看護の評価
6）看護のプロセスの評価

1）学習者としての責任ある態度
2）自己の能力の客観的な判断
3）指導者への適宜適切な相談
4）他職種と関連させた看護の役割の理解

実習方法

入院している子どもを受け持って実習する。詳細は小児看護学実習要項を参照のこと。

実習評価

小児看護学実習ルーブリックを用いて、到達目標ごとに実習内容（記録内容も含む）を 100％の割合で
評価する。



小児看護学実習 小児看護学実習

＜講義スケジュール＞

2017.  9.  4(月)  9:00～10:10  合同オリエンテーション

9.  5(火)13:55～15:05  オリエンテーション

C　グループ 2017.  9.11(月)～  9.22(金)  病棟実習

A　グループ 10.10(火)～10.20(金)  病棟実習

B　グループ 10.30(月)～11.10(金)  病棟実習

D　グループ 11.27(月)～12.  8(金)  病棟実習



地域看護学・各論 地域看護学・各論

〔地域看護学・各論〕

科目責任者 清水 洋子

科目担当者 清水 洋子、中田 晴美、犬飼かおり、

渡辺 昌子、高 紋子、吉澤 裕世、

池戸 啓子

目的

地域看護学を構成する行政保健、産業保健、学校保健などの各領域における看護活動および地域看

護活動の実際について講義・演習形式で学び、地域における看護職の役割と専門性について理解する。

到達目標

1．地域看護活動の展開方法および技術について学び、効果的な支援方法について説明することができる。
2．ライフステージと特定の健康課題に対応した地域看護活動について説明することができる。
3．地域看護活動に関連する法的基盤とその活用、社会資源および組織、機能について説明することが
できる。

4．住民と関係者、関係機関との協働や住民が主体的に問題解決できるよう社会資源を活用した支援方
法について説明することができる。

5．住民を対象とした地域看護の様々な領域（行政保健、産業保健、学校保健など）における看護活動
の概要について説明することができる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．地域看護活動

の展開方法と

技術

1．地域看護における技術と
保健師活動の実際

2．グループ・地区組織活動

3．コミュニティヘルスアセ
スメント①

4．コミュニティヘルスアセ
スメント②～⑥（演習）

5．コミュニティヘルスアセ
スメント⑦～⑨（発表）

1）地域看護活動における技術
2）保健指導に関する理論
3）保健指導の目的・機能
4）健康相談における保健指導
5）健康診査における保健指導
6）家庭訪問における保健指導
1）グループ・地区組織活動とは
2）グループ・地区組織活動の変遷
3）グループ・地区組織活動の条件
4）グループ・地区組織活動の発展的運営のための活動
5）地域づくりとグループ・地区組織活動
1）コミュニティヘルスアセスメントの意義・目的
2）コミュニティヘルスアセスメントの枠組み
3）コミュニティ・アズ・パートナーモデル
4）コミュニティのアセスメント
5）コミュニティの診断と計画
6）コミュニティでの介入
1）コミュニティヘルスアセスメントの実際（演習）

1）コミュニティヘルスアセスメントの実際（発表）



地域看護学・各論 地域看護学・各論

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅱ．行政保健

Ⅲ．産業保健

6．地域における住民活動か
ら学ぶ（特講）①②

1．地域看護活動の仕組みと
役割（母子保健）①

2．地域看護活動の仕組みと
役割（母子保健）②

3．地域看護活動の仕組みと
役割（成人保健）

4．地域看護活動の仕組みと
役割（高齢者保健）

5．精神保健と地域看護活動

6．感染症と地域看護活動①

7．感染症と地域看護活動②

8．障がいと地域看護活動①

9．障がいと地域看護活動②

10．地域包括支援センター
の役割と地域看護活動の

実際（特講）①②

11．行政における保健師活
動の実際①

12．行政における保健師活
動の実際②

1．企業における保健活動の
実際（特講）

1）仲間づくりと関係者のネットワーク
2）住民との協働活動の発展と支援
3）地域ケアシステムにおける個人・組織の役割、機能
4）地域ケアシステムの発展過程

1）日本の母子保健の特徴と歴史
2）母子保健施策と保健活動
1）主な母子保健活動
2）母子保健活動の実際と課題
1）成人保健の理念、歴史的変遷
2）成人保健施策と保健活動
1）高齢者保健の理念、歴史的変遷
2）高齢者保健施策と保健活動
1）地域精神保健に関する法的基盤
2）地域精神保健対策と保健活動
1）感染症対策の動向
2）感染症保健活動
1）結核対策と保健活動
2）性感染症・エイズ対策と保健活動
1）障がい者を取り巻く法的基盤
2）障がい者支援と保健活動
1）難病の定義
2）難病対策と難病患者の保健活動
1）地域包括支援センターの役割・機能
2）保健師と他職種による活動の実際

1）保健所における保健師活動
2）保健センターにおける保健師活動
1）地域保健行政と保健師活動

1）産業保健の変遷、社会背景
2）健康診断・疾病予防管理活動
3）健康教育・健康相談・保健指導
4）職場のメンタルヘルスケア、復職支援

評価方法

試験結果（70％）、コミュニティヘルスアセスメント演習課題［グループへの参加態度、発表内容、自
己学習課題の提出］（20％）、課題レポートの提出（10％）により総合的に評価する。



地域看護学・各論 地域看護学・各論

教科書

厚生労働統計協会編 国民衛生の動向 2016/2017 厚生労働統計協会 2016
上野 昌江他 公衆衛生看護学 第 2版 中央法規 2016

参考図書

井伊久美子他 新版 保健師業務要覧 2017年版 日本看護協会出版会 2017
宮崎美佐子他 最新公衆衛生看護学 2017年版（総論・各論 1・各論 2）

日本看護協会出版会 2017
第 4版最新保健学講座（全 7巻＋別巻） メヂカルフレンド社 2015

石垣和子、上野まり編 在宅看護論 自分らしい生活の継続をめざして 南江堂 2017
改訂第 2版

河野あゆみ編集 在宅看護論 メジカルフレンド社 2016
標 美奈子他 標準保健師講座 1 公衆衛生看護学概論 医学書院 2015
中村裕美子他 標準保健師講座 2 公衆衛生看護技術 医学書院 2016
中谷芳美他 標準保健師講座 3 対象別公衆衛生看護活動 医学書院 2014
荒賀直子、後閑容子 公衆衛生看護学.Jp 第 4版 インターメディカル 2015

Public Health Nursing in Japan
エリザベス T．アンダーソン, コミュニティアズパートナー 医学書院 2007
ジュディス・マクファーレイン 地域看護学の理論と実際 第 2版
（金川克子・早川和生監訳）

柳川 洋、中村好一 公衆衛生マニュアル 2016 南山堂 2016
高野 陽、柳川 洋他 改訂 7版 母子保健マニュアル 南山堂 2010
森 晃爾編 改訂 6版 産業保健マニュアル 南山堂 2013
中央労働災害防止協会編 労働衛生のしおり（平成 28年度版） 中央労働災害防止協会 2016
河野啓子 産業看護学 日本看護協会出版会 2016
愛知県健康福祉部他 愛知県母子健康診査マニュアル 愛知県小児保健協会 2012
日本健康教育士養成機構編 新しい健康教育 保健同人社 2011



地域看護学・各論 地域看護学・各論

＜講義スケジュール＞

1 2017.  4.26 水 15:15～16:25 清水 洋子 地域看護における技術と保健師活動の実際

2   4.27 木 15:15～16:25 中田 晴美 グループ・地区組織活動

3   5.  9 火 12:30～13:40 中田 晴美 コミュニティヘルスアセスメント①

4   5.  9 火 13:55～15:05 中田 晴美他*1 コミュニティヘルスアセスメント②（演習）

5   5.  9 火 15:15～16:25 中田 晴美他*1 コミュニティヘルスアセスメント③（演習）

6   5.10 水 15:15～16:25 犬飼かおり 地域看護活動の仕組みと役割（母子保健）①

7   5.11 木 13:55～15:05 犬飼かおり 地域看護活動の仕組みと役割（母子保健）②

8   5.12 金 13:55～15:05 吉澤 裕世 地域看護活動の仕組みと役割（成人保健）

9   5.15 月 13:55～15:05 高　紋子 地域看護活動の仕組みと役割（高齢者保健）

10   5.15 月 15:15～16:25 犬飼かおり 障がい者と地域看護活動①

11   5.16 火 13:55～15:05 犬飼かおり 障がい者と地域看護活動②

12   5.16 火 15:15～16:25 渡辺 昌子 感染症と地域看護活動①

13   5.17 水 15:15～16:25 渡辺 昌子 感染症と地域看護活動②

14   5.18 木 15:15～16:25 中田 晴美 精神保健と地域看護活動

15   5.24 水 16:35～17:45 吉澤 裕世 災害時における地域看護活動

16   5.25 木 13:55～15:05 中田 晴美他*1 コミュニティヘルスアセスメント④（演習）（AL)

17   5.25 木 15:15～16:25 中田 晴美他*1 コミュニティヘルスアセスメント⑤（演習）（AL)

18   5.25 木 16:35～17:45 中田 晴美他*1 コミュニティヘルスアセスメント⑥（演習）（AL)

19   6.  1 木 12:30～13:40 中田 晴美他*1 コミュニティヘルスアセスメント⑥（発表）

20   6.  1 木 13:55～15:05 中田 晴美他*1 コミュニティヘルスアセスメント⑦（発表）

21   6.  1 木 15:15～16:25 中田 晴美他*1 コミュニティヘルスアセスメント⑧（発表）

22   6.  2 金 13:55～15:05 竹本 知恵 企業における保健活動の実際（特講）

23   6.  6 火 13:55～15:05 高岡　宏他*2 地域における住民活動から学ぶ（特講）①

24   6.  6 火 15:15～16:25 高岡　宏他*2 地域における住民活動から学ぶ（特講）②

25   6.  8 木 15:15～16:25 寺西 秀美 地域包括支援センターの役割・機能（特講）①

26   6.  8 木 16:35～17:45 寺西 秀美 地域包括支援センターの役割・機能（特講）②

27   6.29 木 13:55～15:05 池戸 啓子 行政における保健師活動の実際①

28   6.29 木 15:15～16:25 池戸 啓子 行政における保健師活動の実際②

  7.11 火 12:30～13:40 清水 洋子 試験

*1中田晴美、清水洋子、犬飼かおり、渡辺昌子、吉澤裕世、高紋子

*2 高岡宏、認知症サポーター（住民ボランティア）



教育方法論 教育方法論

〔教育方法論〕

科目責任者 日沼 千尋

科目担当者 日沼 千尋、益井 明子

目的

児童･生徒が主体的な学習を進めていくために、授業内で多様な特徴をもつ児童･生徒との関わりを支援す

る方法や環境の形成、養護教諭の役割を意識して授業の理論と実践にかかわる基礎的な能力を養う。

到達目標

1．教育方法の歴史について理解することができる。

2．教育方法の基本原理を理解することができる。

3．学力と「学び」の関連性について理解することができる。

4．保健教育における養護教諭の役割を理解することができる。

5．授業の設計について学び指導計画案を考えられる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．教育方法の歴史的概観 1．教育方法の歴史 1）変貌する「学び」

2）学習指導要領における「教育方法」の変

遷

Ⅱ．教育方法の基本原理 1．教育方法の基本原理 1）系統学習と問題解決学習

2）教授・学習の形態と方法

Ⅲ．学力と「学び」 1．学力とは

2．「学び」の諸相

1）「学力」とは何か

1）協同的な学び

2）アクティブ・ラーニング

3）「学び」を支える教師

Ⅳ．養護教諭が担う「教育」 1．保健教育における養護

教諭の役割

1）保健教育における教科教育

2）保健教育における保健指導

3）養護教諭の独自性

Ⅴ．授業理論と授業の設計 1． 授業理論 1）教育目標

2）教育手段

3）授業の設計と方法

4）健康教育の授業設計と評価

評価方法

リアクションペーパー50%、作成した授業指導案、教材 50%。

教科書

特に指定しない、必要に応じ資料を配付する。

参考図書

稲垣忠他 著 授業設計マニュアル Ver.2 北大路書房 2015
佐藤学 教育の方法 左右社 2010
田中耕治他 著 新しい時代の教育方法 有斐閣アルマ 2012
田中智志他 編著 教育方法論 一藝社 2014
その他必要に応じて適宜紹介する。



教育方法論 教育方法論

＜講義スケジュール＞

1 2017.12.12 火 15:15～16:25 益井 明子 変貌する「学び」

2 12.12 火 16:35～17:45 益井 明子 学習指導要領における「教育方法」の変遷

3 2018.  1.11 木 15:15～16:25 益井 明子 系統学習と問題解決学習

4   1.11 木 16:35～17:45 益井 明子 教授・学習の形態と方法

5   1.18 木 12:30～13:40 益井 明子 課題学修(AL)

6   1.18 木 13:55～15:05 益井 明子 「学力」とは何か

7   1.23 火 15:15～16:25 益井 明子 協同的な学び

8   1.23 火 16:35～17:45 益井 明子 アクティブ・ラーニング

9   1.30 火 15:15～16:25 益井 明子 「学び」を支える教師

10   1.30 火 16:35～17:45 益井 明子 課題学修(AL)

11   1.31 水 9:00～10:10 日沼 千尋 保健教育における養護教諭の役割

12   1.31 水 10:25～11:35 日沼 千尋 目標・教育手段

13   2.  6 火 12:30～13:40 日沼 千尋 授業の設計と方法

14   2.  6 火 13:55～15:05 日沼 千尋 健康教育の授業設計と評価

15   2.  6 火 15:15～16:25 日沼 千尋 健康教育の授業設計と評価

16   2.  9 金 12:30～13:40 日沼 千尋 健康教育の授業設計と評価(AL)

17   2.  9 金 13:55～15:05 日沼 千尋 健康教育の授業設計と評価(AL)

18   2.15 木 12:30～13:40 日沼 千尋 プレゼンテーション・討議

19   2.15 木 13:55～15:05 日沼 千尋 プレゼンテーション・討議

20   2.15 木 15:15～16:25 日沼 千尋 プレゼンテーション・討議



生徒指導論 生徒指導論

〔生徒指導論〕
科目責任者 松嵜 英士

目的

生徒指導においては、教育をめぐる諸状況を理解し、地域社会の変容に伴う家庭・家族関係の変化を

正しく理解することが重要である。また、学校生活の中ではこども達を取り巻く社会的状況を注視し

ながら、子ども達の現状を正しく認識していくことも重要である。このことを踏まえて生徒理解の方

法、社会・公民生を高める指導、健康・安全のための指導・教育の方法、人間関係能力を高めるため

の方法を、具体的な実践事例や映像資料での講義、演習なども取り入れながら理解していく。

到達目標

生徒指導の意義と理念を理解し、現代の子どもの心理を理解し、問題行動への対処について説明でき

る。具体的な生徒指導の方法と進め方を理解し、生徒指導体制の充実に向けた取り組みを説明できる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．生徒指導基礎理論 1．現代の人間形成

2．生徒指導の現状と課題

1）生徒指導の意義と理念、その機能
2）21世紀の教育課題と生徒指導
1）生徒指導の歴史的変遷
2）生徒指導の現状と課題

Ⅱ．児童生徒理解の観点と方法 1．児童・生徒理解の在り
方

2．児童生徒理解のアプロ
ーチ

1）児童生徒理解の基本
2）児童生徒の発達成長と生徒指導
1）個の抱える問題へのアプローチ
2）問題が生まれる背景へのアプローチ

Ⅲ．現代の学校教育と生徒指導 1．生徒指導の類型 1）生徒指導の構造的理解
2）成長を促す指導、予防的、問題解決的
な指導

Ⅳ．包括的・全校的生徒指導の

展開

1．教育課程と生徒指導 1）教科指導と生徒指導
2）総合的な学習と生徒指導
3）キャリア教育と生徒指導
4）特別支援教育と生徒指導

Ⅴ．生徒指導の実践的展開 1．生徒指導計画の進め方
2．組織的生徒指導体制の
確立と運営

1）目標査定と指導計画の作成
1）学級経営と生徒指導
2）外部諸機関との連携・協同

Ⅵ．問題行動の考え方と取り組

み方

1．問題行動の理解と指導
の進め方

2．個別の問題を抱える児
童生徒への指導

1）問題行動の理解
2）問題行動に対する指導の進め方
1）反社会的問題行動への対応
2）非社会的問題行動への対応

評価方法

リアクションレポート（30％）、議論への参加度（20％）、プレゼンテーション（50％）で評価する。

教科書

教科書は特に指定しない。必要な教材は適宜配布する。

参考図書

日本生徒指導学会 編著 現代生徒指導論 学事出版 2015

文部科学省 編 生徒指導提要 教育図書 2010

小・中・高「学習指導要領」

その他講義の中で適宜紹介する。



生徒指導論 生徒指導論

＜講義スケジュール＞

1 2017.12.12 火 9:00～10:10 松嵜 英士 生徒指導の意義と理念、その機能

2 12.12 火 10:25～11:35 松嵜 英士 21世紀の教育課題と生徒指導

3 12.13 水 15:15～16:25 松嵜 英士 生徒指導の現状と課題

4 12.13 水 16:35～17:45 松嵜 英士 児童・生徒理解の在り方

5 2018.  1.13 土 9:00～10:10 松嵜 英士 児童生徒理解のアプローチ

6   1.13 土 10:25～11:35 松嵜 英士 課題学修1（AL)

7   1.20 土 9:00～10:10 松嵜 英士 生徒指導の構造的理解

8   1.20 土 10:25～11:35 松嵜 英士 成長を促す指導、予防的、問題解決的な指導

9   1.26 金 10:25～11:35 松嵜 英士 教科指導と生徒指導

10   2.  1 木 10:25～11:35 松嵜 英士 キャリア教育と生徒指導

11   2.  2 金 15:15～16:25 松嵜 英士 特別支援教育と生徒指導

12   2.  5 月 9:00～10:10 松嵜 英士 課題学修2（AL)

13   2.  5 月 10:25～11:35 松嵜 英士 生徒指導計画の進め方

14   2.  9 金 15:15～16:25 松嵜 英士 組織的生徒指導体制の確立と運営

15   2.  9 金 16:35～17:45 松嵜 英士 問題行動の理解と指導の進め方

16   2.13 火 12:30～13:40 松嵜 英士 反社会的問題行動への対応

17   2.13 火 13:55～15:05 松嵜 英士 非社会的問題行動への対応

18   2.14 水 12:30～13:40 松嵜 英士 課題学修3（AL)

19   2.16 金 12:30～13:40 松嵜 英士 生徒指導の実際（プレゼンテーション）１

20   2.16 金 13:55～15:05 松嵜 英士 生徒指導の実際（プレゼンテーション）２



教育相談 教育相談

〔教育相談〕

科目責任者 新保 幸洋

目的

教育相談の基本的な考え方を理解すると共に、それらと関係の深い問題群（子どもの貧困、不登校、

いじめ、発達障害、子どもの虐待、非行など）に関する社会的・経済的・心理的背景や要因について

も具体的に学び、多面的・多角的に思考しながら、子ども達への支援について考えられるようになる

ことを目的とする。

到達目標

1．教育相談の歴史・目的・基本的考え方について説明出来る。
2．教育相談を実施する上での留意点（生徒指導や進路指導との関連性）を述べることが出来る。
3．カウンセリング・マインドの重要性を理解出来る。
4．児童期・思春期の発達課題と現代の子どもの生活実態とを関連づけて考えることが出来る。
5．我が国における子どもの貧困問題の概要を理解し、それが様々な生徒指導上の問題群に負の影響を
与えていることを説明出来る。

6．不登校、いじめ等の概要を理解し、それらの問題（具体的な事例）への対応についても説明できる。
7．スクールカウンセリングの歴史、意義、効果、問題点について説明出来る。
8．スクールカウンセラーの学校内における具体的な仕事内容を理解する。
9．スクールカウンセラーと養護教諭との日常的な連携の仕方について説明出来る。
10．発達障がいを有する児童・生徒への理解を深め、具体的な支援のあり方について説明出来る。
11．学校における教育相談体制の望ましいあり方について理解する。
12．学校における危機管理の概要について理解する。
13．危機管理時に学校内で養護教諭としてどのような連携を行うことが必要なのかを説明出来る。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．教育相談とは何か 1．教育相談に関する基礎的な
理解

2．子どもの生活実態の把握と
発達課題との関連性の検討

1）教育相談の歴史、目的、基本的な考え方
2）教育相談を実施する上での留意点
（生徒指導、進路指導との関連について）

3）カウンセリング・マインドの重要性
1）児童期、思春期の発達課題と現代の子ど
もの生活実態との関連性

2）子どもの貧困問題の理解と対応
Ⅱ．教育相談の理論と

実際

1．教育相談に関係の深い
問題群の理解と対応

2．スクールカウンセリングの
理論と実際

1）「不登校」の理解と対応
2）「いじめ」問題の理解と対応
3）その他「発達障がいとの関係など」
1）スクールカウンセリングの歴史と意義、
教育面での効果、抱えている問題点等

2）スクールカウンセラーの仕事を理解する
3）養護教諭として他の教職員やスクール
カウンセラーらとどう連携するか

4）発達障がいを有する学生の理解と彼ら



教育相談 教育相談

大 項 目 中 項 目 小 項 目

3．学校内での教育相談体制の
確立と養護教諭の果たす役

割と機能（学校内外での連

携の重要性“つなぐ”とい

うこと）

への具体的な支援のあり方

1）望ましい学校教育相談体制の確立
2）学校危機管理時の理解と対応
養護教諭としてどのような役割・機能が期

待されているか。

Ⅲ．まとめ 定期テスト

評価方法

特別講師による講義後のリアクション・ペーパー（10％）、グループ・ディスカッション時での取り組
み、授業中での発言、質問（30％）、期末試験（60％）の割合で評価し、それぞれの項目の点数を合計
し、最終評価を行う。

教科書

特定のものは指定しない。

参考図書

村瀬嘉代子他 編 青年期の課題と支援 新曜社 2000
村瀬嘉代子 監修 統合的心理臨床への招待 ミネルヴァ書房 2007
藤田和也 編 保健室と養護教諭 その存在と役割 国土社 2008
小泉令三 図説 子どものための適応援助 北大路書房 2006

生徒指導・教育相談・進路指導の基礎

仙崎 武、渡辺三枝子、 「入門生徒指導・相談」 福村出版 2000
野々村新、菊池武剋

文部科学省 生徒指導提要 教育図書 2010



教育相談 教育相談

＜講義スケジュール＞

1 2018.  1.  9 火 9：00～10：10 新保 幸洋 教育相談とは何か、教育相談の歴史、基本的な考え方

2   1.  9 火 10：25～11：35 新保 幸洋 教育相談体制の在り方について（生徒指導、進路指導との関連性について）

3   1.10 水 9：00～10：10 新保 幸洋 児童期・思春期の発達課題と子どもの実態把握、様々な問題行動との関連

4   1.10 水 10：25～11：35 新保 幸洋 子どもの貧困問題の理解と対応①（保健室の実際、子どもの貧困の実態）

5   1.11 木 9：00～10：10 新保 幸洋 子どもの貧困問題の理解と対応②（相対的貧困状態をシュミレーションする）

6   1.11 木 10：25～11：35 新保 幸洋 子どもの貧困問題の理解と対応③（社会的、経済、政治的、歴史的背景の説明等）

7   1.12 金 9：00～10：10 新保 幸洋 子どもの貧困問題の理解と対応④（不登校、いじめ、非行、虐待、発達障がいとの関連性等）

8   1.12 金 10：25～11：35 新保 幸洋 不登校の理解と対応①（定義、歴史、学校復帰率他）

9   1.16 火 9：00～10：10 新保 幸洋 不登校の理解と対応②（中1ギャップとその解消について）

10   1.16 火 10：25～11：35 新保 幸洋 不登校の理解と対応③(発達障がいとの関係について）

11   1.18 木 9：00～10：10 樫木 啓二 学校内での連携 ～スクールカウンセラーと日常的にどう連携するのか～

12   1.18 木 10：25～11：35 樫木 啓二 発達障がいを有する学生の理解と効果的な支援

13   1.19 金 9：00～10：10 新保 幸洋 不登校の理解と対応④(不登校の実際：ビデオ視聴）

14   1.19 金 10：25～11：35 新保 幸洋 いじめの理解と対応①（定義、歴史、いじめの解消率）

15   1.22 月 9：00～10：10 新保 幸洋 いじめの理解と対応②（いじめの発見を妨げるもの）

16   1.22 月 10：25～11：35 新保 幸洋 いじめの理解と対応③（いじめの態様他）

17   1.23 火 9：00～10：10 田部井重雄 学校内における教育相談体制の確立

18   1.23 火 10：25～11：35 田部井重雄 学校における危機管理 ～学校内外の組織とどう連携し、養護教諭としてどう対応するのか～

19   1.24 水 9：00～10：10 新保 幸洋 いじめの理解と対応④（学校としての取り組み）

20   1.24 水 10：25～11：35 新保 幸洋 いじめの理解と対応⑤（いじめへの対応策；ビデオ視聴）

  1.26 金 9：00～10：10 新保 幸洋 試験（授業時間内にレポートを作成し、提出する）





疫学 疫学

〔疫 学〕

科目責任者 山口 直人

科目担当者 山口 直人、佐藤 康仁、蒋池 勇太、

清水 悟、清原 康介、遠藤 源樹

目的

疫学の概念と方法を理解し、これを集団に応用して、地域保健、地域看護に役立てる基礎的な能力を身

につける。

到達目標

１．疫学の歴史、目的と意義について説明することができる。

２．有病率と罹患率の違いについて説明することができる。

３．相対危険度と寄与危険度の違いについて説明することができる。

４．コホート研究と症例対照研究の利点と限界点について説明することができる。

５．疫学研究に伴う誤差について説明することができる。

６．因果関係を評価する際の基準について説明することができる。

７．スクリーニング検査の原理、敏感度と特異度について説明することができる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

疫学 1．概念と方法

2．疫学指標

3．スクリーニング

4．記述疫学

5．分析疫学

6．疾病のリスクと要因

7．疫学による意思決定

8．分子疫学

9．疫学研究の誤差

1）歴史

2）目的と意義

3）疾病の自然史

1）分母と分子

2）率と比

3）罹患率と有病率

4）相対危険度、寄与危険度、オッズ比

5）致命率、生存率

1）原理

2）敏感度と特異度

3）偽陽性率と偽陰性率

1）仮説の設定

2）標準化死亡比

3）年齢調整死亡率

1）コホート研究

2）症例対照研究

3）横断研究

4）実験(介入)研究

1）危険度とその評価

2）疫学で考慮すべき要因

1）根拠に基づいた医療

1）最近の知見

1）誤差と偏り(bias)
2）無作為化

3）マッチング

4）標準化



疫学 疫学

大 項 目 中 項 目 小 項 目

10．因果関係の評価

11．疾病登録とサーベイランス

12．人口統計･保健統計調査

1）因果関係論

1）現状

1）人口統計の基礎

2）動態統計と静態統計

3）指定統計

4）その他の統計

評価方法：講義への出席20％、試験80％

教科書

なし

参考図書

日本疫学会監修 はじめて学ぶやさしい疫学－疫学への招待－2版 南江堂 2010
日本疫学会編 疫学－基礎から学ぶために－ 南江堂 1996
日本疫学会編 疫学ハンドブック－重要疾患の疫学と予防－ 南江堂 1998



疫学 疫学

＜講義スケジュール＞

1 2017. 9.15 金 9:00～10:25 山口 直人 疫学の概念

2   9.15 金 10:35～12:00 清水　悟 疫学指標1.

3   9.22 金 9:00～10:25 清水　悟 疫学指標2.

4   9.22 金 10:35～12:00 清水　悟 疫学調査法1. 記述疫学

5   9.29 金 9:00～10:25 清水　悟 疫学調査法2. コホート研究

6   9.29 金 10:35～12:00 佐藤 康仁 疫学調査法3. 症例対照研究

7 10.  6 金 9:00～10:25 佐藤 康仁 介入研究

8 10.  6 金 10:35～12:00 佐藤 康仁 疾病のリスクと要因

9 10.13 金 9:00～10:25 清原 康介 因果関係の評価

10 10.13 金 10:35～12:00 遠藤 源樹 集団検診の原理と方法(スクリーニング)

11 10.20 金 9:00～10:25 蒋池 勇太 分子疫学

12 10.20 金 10:35～12:00 清原 康介 疫学研究の誤差

13 11.10 金 9:00～10:25 佐藤 康仁 疾病登録とサーベイランス

14 11.10 金 10:35～12:00 遠藤 源樹 臨床疫学・疫学による意思決定

15 11.17 金 10:35～12:00 山口 直人 試験



学校保健管理論 学校保健管理論

〔学校保健管理論〕（選択科目）

科目責任者 宮下恵子

科目担当者 宮下恵子、北園みさ希

目的

学校における保健管理の重要性を理解し、その実際について演習などを通して学ぶ。

到達目標

１．学校における保健管理と保健教育について理解し、学校組織の中での養護教諭の活動を説明できる。

２．養護教諭の役割・機能を理解し、学校における健康管理について説明できる。

３．児童生徒が学校で安全に過ごすための対策、教育について説明できる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．学校保健管理の

概念

1．学校保健管理とは 1）学校における保健管理と保健教育および組織活動

との相互関係

2）学校保健行政

3）学校保健管理に係わる関係職員の職務と連携のあり方

2．学校保健管理の内容と

養護教諭

1）学校における保健管理の内容

2）学校保健管理と養護教諭の職務との関連

Ⅱ．学校保健管理の

実際

1．学校保健計画と保健室

経営

1）学校保健計画作成

2）保健室経営

3）保健室の管理と整備

2．学校における安全管理 1）事故・災害の現状と安全教育の実際

2）安全管理の実際

3）救急処置

3．児童生徒の健康管理と

指導

1）児童生徒の健康課題における管理

2）指導に係わる養護教諭の役割

3）指導案の作成

4）教職員の心身の健康状況と健康づくり

4．健康診断 1）健康診断の計画立案

2）健康診断の実施方法と実施上の注意点

3）健康診断に関する各種文書とその作成、記載方法

5．健康観察 1）健康観察記録用紙の作成と活用

2）健康観察の実際

6．健康相談 1）健康相談の目的とその方法

2）健康相談実施上の注意



学校保健管理論 学校保健管理論

大 項 目 中 項 目 小 項 目

7．学校における環境衛生

と管理

1）学校環境衛生の考え方と関係法令

2）学校環境衛生の実際

(1)学校環境衛生の規準に伴う検査

(2)環境衛生活動における日常点検と処置

評価方法：試験および学習態度や授業内でのレポート内容などを総合評価

（試験６０％、授業内レポート３０％、出席状況・学習態度１０％）

教科書

日本学校保健会 編 保健室経営計画作成の手引 平成２６年度改訂 日本学校保健会 2015
日本学校保健会 編 児童生徒等の健康診断マニュアル（平成 27年度改訂） 日本学校保健会 2015
文部科学省 改訂版学校環境衛生管理マニュアル「学校環境衛生基準」の理論と実践 2010

参考図書

学校健康教育法令 学校保健・学校安全法令必携 第 7次改訂 ぎょうせい 2012
研究会 監修

教育科学研究会 保健室と養護教諭 国土社 2008
藤田和也 編

森田光子 養護教諭の健康相談ハンドブック 東山書房 2014
教育養成系大学 学校保健ハンドブック 第 6次改訂 ぎょうせい 2014
保健協議会／編

三木とみ子 編集代表 改訂 保健室経営マニュアル その基本と実際 ぎょうせい 2013
徳山美智子他 編著 改訂 学校保健安全法に対応した学校保健 東山書房 2009

―ヘルスプロモーションの視点と教職員の役割の明確化―



学校保健管理論 学校保健管理論

＜講義スケジュール＞

1 2017. 3.31 金 9:00～10:25 宮下恵子 学校保健管理の概念

2   3.31 金 10.35～12:00 宮下恵子 学校保健計画と保健室経営

3   4.15 土 9:00～10:25 宮下恵子 学校における安全管理と救急処置

4   4.15 土 10.35～12:00 宮下恵子 児童生徒の健康管理と指導

5   4.17 月 13:00～14:25 北園みさ希 健康診断と学校保健に関する文書

6   4.17 月 14:35～16:00 北園みさ希 健康観察と健康相談

7   4.17 月 16:10～17:35 北園みさ希 学校における環境衛生と管理

8   4.24 月 16:10～17:35 宮下・北園 試験



コミュニケーションの理論と実際 コミュニケーションの理論と実際

〔コミュニケーションの理論と実際〕（選択科目）

科目責任者 川上 華代

科目担当者 川上 華代

目的

事例や演習を通して、医療現場におけるコミュニケーションやカウンセリングに対する理解を深め、医

療の専門家として必要不可欠なコミュニケーション能力を身につける。

到達目標

１．心理学的な視点からコミュニケーションの定義や種類について説明できる。

２．援助やサポートにおけるコミュニケーションの意義や役割について説明できる。

３．チームや組織での活動におけるコミュニケーションの意義や役割について説明できる。

４．医療におけるカウンセリングの意義、目的、方法について説明ができる。

５．コミュニケーションにおける自己表現の方法を学び、円滑な自己表現について説明ができる。

６．ストレスのメカニズムおよびストレスマネジメントの意義、目的、方法について説明ができる。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．コミュニケーシ

ョンの理論

Ⅱ．コミュニケーシ

ョンの実際

1．対人コミュニケーション

2．対人援助におけるコミュニ
ケーション

3．組織におけるコミュニケー
ション

1．カウンセリングの実際

2．アサーショントレーニン
グとは

3．ストレスマネジメントとは

1）コミュニケーションとは
2）対人コミュニケーション
1）援助要請
2）ソーシャルサポート
1）集団・組織のコミュニケーション
2）コンサルテーションとチーム援助
3）多職種連携

1）子どものカウンセリング
2）医療におけるカウンセリング
1）さまざまな形の自己表現
2）アサーショントレーニングの実際
1）ストレスの影響とストレス反応
2）ストレスコーピングなど
3）医療におけるストレスマネジメント

評価方法：出席および授業への参加態度 40％、試験 60％

教科書

特に指定しない

参考図書

適宜紹介する



コミュニケーションの理論と実際 コミュニケーションの理論と実際

＜講義スケジュール＞

1 2017. 9.12 火 13:00～14:25 川上 華代 コミュニケーションとは

2   9.12 火 14:35～16:00 川上 華代 対人コミュニケーション

3   9.15 金 13:00～14:25 川上 華代 子どものカウンセリング

4   9.15 金 14:35～16:00 川上 華代 医療におけるカウンセリング

5   9.19 火 13:00～14:25 川上 華代 さまざまな形の自己表現

6   9.19 火 14:35～16:00 川上 華代 アサーショントレーニングの実際

7   9.22 金 13:00～14:25 川上 華代 援助要請

8   9.22 金 14:35～16:00 川上 華代 ソーシャルサポート

9   9.26 火 13:00～14:25 川上 華代 ストレスの影響とストレス反応

10   9.26 火 14:35～16:00 川上 華代 医療におけるストレスマネジメント

11   9.29 金 13:00～14:25 川上 華代 集団・組織のコミュニケーション

12   9.29 金 14:35～16:00 川上 華代 コンサルテーションとチーム援助

13 10.  3 火 13:00～14:25 川上 華代 多職種連携

14 10.  3 火 14:35～16:00 川上 華代 院内学級

15 10.  6 金 13:00～14:25 川上 華代 試験



教職実践演習（養護教諭） 教職実践演習（養護教諭）

〔教職実践演習（養護教諭）〕（選択科目）

科目責任者：松嵜 英士

科目担当者：日沼 千尋、諏訪 茂樹

目的

大学４年間で学んだ学習知と養護実習等で得られた健康教育に関する指導力や生徒指導力の実践知と

の更なる統合を図り、使命感や責任感に裏打ちされた確かな実践的指導力を有する教員としての資質の

構築とその確認を目的とする。

授業は演習形式で行われ、養護実習で直面したさまざまなテ－マや養護教諭に求められる役割と責任、

に関して、実際の教育現場を想定し、学生自らが個人あるいはグル－プで内容を深め、児童・生徒を指

導するためのロールプレイと討議、先輩教師からのコメントを通して学ぶ。さらに、「履修カルテ」の

自らの評価をもとに、養護教諭の資質向上を目指して行く。

到達目標

養護教諭としての教育的実践力を構成する「社会性と対人関係能力」「児童･生徒理解と保健室経営

力」「保健・健康教育に関する指導・教育力」を習得する。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．教職実践演習とは

Ⅱ．養護実習における

課題

Ⅲ．教諭を目指す者と

しての課題

1．教職実践演習の目的

と意義

養護実践力

教諭としての実践力

1．教職ポートフォリオに基づく自己評価・相互評価

から自らの不足している実践力の理解

1．養護教諭としての社会性と対人関係能力

2．児童･生徒理解と保健室経営

3．保健・健康教育に関する指導・教育力

1．学校教育についての理解

2．教諭としての使命感や責任感、教育的愛情

3．生徒指導力

評価方法：討議への参加度（20％）、プレゼンテーション（50％）、レポート（30％）で 評価する。

教科書

特に指定しない

参考図書

授業中に適時紹介



教職実践演習（養護教諭） 教職実践演習（養護教諭）

＜講義スケジュール＞

1   9.27 水 9:00～10:25 松嵜英士 オリエンテーション(自己の課題・困難体験・困難事
例の振り返り、演習の進め方)

2 10.  3 火 16:10～17:35 松嵜英士他＊ 生徒指導、健康教育・相談における困難事例の整理と対応法の検討　１

3 10.  4 水 16:10～17:35 松嵜英士他＊ 生徒指導、健康教育・相談における困難事例の整理と対応法の検討　２

4 10.  5 木 16:10～17:35 松嵜英士他＊ 生徒指導、健康教育・相談における困難事例の整理と対応法の検討　３

5 10.  6 金 14:35～16:00 松嵜英士他＊ 生徒指導、健康教育・相談における困難事例の整理と対応法の検討　４

6 10.11 水 10:35～12:00 松嵜英士他＊ 困難事例と自己の課題のプレゼンテーションと討議

7 10.12 木 16:10～17:35 松嵜英士他＊ 個人・グループによる困難事例の整理と対応法の検討　1　

8 10.13 金 16:10～17:35 松嵜英士他＊ 個人・グループによる困難事例の整理と対応法の検討　2　

9 10.16 月 16:10～17:35 松嵜英士他＊ 個人・グループによる困難事例の整理と対応法の検討　3　

10 10.17 火 16:10～17:35 松嵜英士他＊ 個人・グループによる困難事例の整理と対応法の検討　4　

11 10.19 木 16:10～17:35 松嵜英士他＊ 個人・グループによる困難事例の整理と対応法の検討　5　

12 10.20 金 16:10～17:35 松嵜英士他＊ プレゼンテーションのための準備１

13 10.23 月 16:10～17:35 松嵜英士他＊ プレゼンテーションのための準備２

14 11.  1 水 9:00～10:25 松嵜英士他＊ プレゼンテーション・討議・講評

15 11.  1 水 10:35～12:00 松嵜英士他＊ プレゼンテーション・討議・講評

＊日沼　千尋、諏訪　茂樹



養護実習 養護実習

1

〔養護実習〕（選択科目）

科目責任者 日沼 千尋

科目担当者 日沼 千尋、松嵜 英士、諏訪 茂樹、

関森みゆき、奥野 順子、櫻田 章子、

酒井 麻希

目的

養護教諭課程の講義や演習等で習得した知識と技術を、学校教育現場で実践・応用することを通して、

学校保健の専門家としての責任を自覚し、学校保健のあり方を探求するとともに養護教諭の果たす役割

について多角的に学習する。

到達目標

１．学校保健活動における養護教諭の役割、および保健室のあり方について説明できる。

２．児童・生徒の心身の成長・発達と学校生活の状況、および健康状態を説明できる。

３．児童・生徒の保健・養護上の課題に対して、個別的および組織的に取り組む基礎的能力を修得できる。

４．児童・生徒に関わる教育者としてふさわしい態度を身につける。

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅰ．学校保健活動の理解 1．養護教諭の役割

2．保健室のあり方

1）学校保健計画・学校安全計画
2）保健管理
3）保健教育
4）健康相談
5）保健組織活動
1）保健室の役割・機能
2）保健室経営計画
3）保健室の整備
4）保健室経営の評価

Ⅱ．学校で生活する児

童・生徒の理解

1．児童・生徒の成長・発
達

2．児童・生徒の学校生活

3．児童・生徒の健康状態

1）身体的成長・発達
2）心理・社会的発達
1）学校での生活
2）学校における人間関係
1）生活習慣、健康問題・課題
2）健康問題・課題の背景
3）慢性疾患等の児童・生徒への支援

Ⅲ．児童・生徒の保健・

養護上の課題に対す

る実践的取り組み

1．健康管理活動

2．保健室来室者の対応

3．保健教育

1）健康観察
2）健康診断
3）学校環境衛生整備
4）保健室整備
1）来室者のアセスメント
2）来室者への対応
3）事後措置
4）救急傷病者に対する応急処置
1）教科保健
2）保健指導



養護実習 養護実習

2

大 項 目 中 項 目 小 項 目

Ⅳ．教育者としての態度 1．児童・生徒への関わり

2．専門職者としての能力

1）児童・生徒の人格尊重、受容的関わり
2）児童・生徒の模範となる言動
1）教育活動の理解
2）教育的思考に基づいた行動
3）自己能力の判断と指導者の活用
4）課題の探求

実習方法：小学校・中学校・高等学校のいずれかの学校において実習する。実習前後に大学で事前・事

後学習を行う。詳細は『養護実習要項』を参照のこと。

評価方法：実習到達目標について、実習校での学習内容を 80％、事前・事後の学習内容を 20％の割合で

評価する。評価の対象は、実習校による評価、実習記録、事前・事後学習の課題（提出物や

プレゼンテーション）とする。

教科書

大谷尚子 中桐佐智子編著 改訂養護実習ハンドブック 東山書房 2015

参考図書

采女智津江 編 新養護概説第 9版 少年写真新聞社 2016



養護実習 養護実習

＜講義スケジュール＞

1 2017.  4.  6 木 9:00～10:25 日沼　千尋他＊１ ガイダンス＊２

2   4.  6 木 10:35～12:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（学習状況報告）

3   4.  6 木 13:00～14:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、模擬授業準備）

4   4.  6 木 14:35～16:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、模擬授業準備）

5   4.  7 金 9:00～10:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、模擬授業準備）

6   4.  7 金 10:35～12:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、模擬授業準備）

7   4.  7 金 13:00～14:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、模擬授業準備）

8   4.  7 金 14:35～16:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、模擬授業準備）

9   4.12 水 9:00～10:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（模擬授業・評価）

10   4.12 水 10:35～12:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（模擬授業・評価）

11   4.12 水 13:00～14:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（模擬授業・評価）

12   4.12 水 14:35～16:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（模擬授業・評価）

13   4.18 火 9:00～10:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、技術練習）

14   4.18 火 10:35～12:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、技術練習）

15   4.18 火 13:00～14:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、技術練習）

16   4.18 火 14:35～16:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、技術練習）

17   4.20 木 13:00～14:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、技術練習）

18   4.20 木 14:35～16:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（事前準備、技術練習）

19   4.26 水 9:00～10:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（救急対応演習・評価）

20   4.26 水 10:35～12:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（救急対応演習・評価）

21   4.26 水 13:00～14:25 日沼　千尋他＊１ 事前学習（学習評価・臨地実習最終確認）

22   4.26 水 14:35～16:00 日沼　千尋他＊１ 事前学習（実習校オリエンテーション報告）＊２

5.10～7.2のうち、連続して3週間以上 臨地実習

23   9.16 土 9:00～10:25 日沼　千尋他＊１ 事後学習（臨地実習報告）＊２

24   9.16 土 10:35～12:00 日沼　千尋他＊１ 事後学習（臨地実習評価、実習報告会準備）

25   9.16 土 13:00～14:25 日沼　千尋他＊１ 事後学習（臨地実習評価、実習報告会準備）

26   9.16 土 14:35～16:00 日沼　千尋他＊１ 事後学習（臨地実習評価、実習報告会準備）

27   9.16 土 16:10～17:35 日沼　千尋他＊１ 事後学習（臨地実習評価、実習報告会準備）

28   9.30 土 9：00～10：25 日沼　千尋他＊１ 事後学習（実習報告会）

29   9.30 土 10：35～12：00 日沼　千尋他＊１ 事後学習（実習報告会）

30   9.30 土 13：00～14：25 日沼　千尋他＊１ 事後学習（実習評価）

＊１　日沼千尋、松嵜英士、諏訪茂樹、関森みゆき、奧野順子、櫻田章子、酒井麻希

＊２　別日変更あり



看護学部第４学年授業担当教員

［専任教員］

人文社会科学系

心 理 学 特任准教授 松嵜 英士

社 会 学 准教授 諏訪 茂樹

英 語 講 師 設楽 靖子

基礎科学系

生 理 学 准教授 神山 暢夫

生 化 学 准教授 榊 建二郎

臨床医学系

外 科 学 教 授 尾﨑 恭子

内 科 学 准教授 南家 由紀

看護学系

基礎看護学 教 授 守屋 治代

准教授 菊池 昭江

准教授 見城 道子

講 師 加藤 京里

助 教 小宮山陽子

助 教 北條 由佳

成人看護学 准教授 原 三紀子

准教授 小泉 雅子

講 師 原 美鈴

助 教 三浦美奈子

助 教 小林 礼実

助 教 鈴木香緒理

助 教 那須実千代

助 教 峯川美弥子

助 教 河合 育世

看護職生涯発達学 教 授 佐藤 紀子

講 師 草柳かほる

助 教 多久和善子

助 教 山口 紀子

看護管理学 教 授 池田 真理

老年看護学 教 授 長江 弘子

准教授 坂井 志麻

講 師 原沢のぞみ

助 教 渡邉 賢治

助 教 小池 愛弓

小児看護学 教 授 日沼 千尋

准教授 関森みゆき

講 師 奥野 順子

助 教 櫻田 章子

助 教 木戸 恵美

特任助教 酒井 麻希

母性看護学 教 授 小川久貴子

准教授 土江田奈留美

講 師 竹内 道子

講 師 抜田 博子

助 教 田幡 純子

助 教 潮田千寿子

助 教 鈴木小弥香

地域看護学 教 授 清水 洋子

准教授 中田 晴美

講 師 犬飼かおり

助 教 渡辺 昌子

助 教 高 紋子

助 教 吉澤 裕世

精神看護学 教 授 田中美恵子

講 師 小山 達也

助 教 異儀田はづき

助 教 飯塚あつ子

特任助教 德田 由希

［兼担教員］

疫 学 教 授 山口 直人

講 師 佐藤 康仁

講 師 蒋池 勇太

准講師 清水 悟

助 教 清原 康介

助 教 遠藤 源樹

医 学 特 論 教 授 菅野 仁

教 授 木林 和彦

教 授 寺崎 仁

講 師 松尾 真理

英 語 Ⅲ 講 師 遠藤 美香

国際関係論 教 授 杉下 智彦

講 師 塚原 高宏

助 教 吉井亜希子

リエゾン精神看護 臨床講師 山内 典子

臨床講師 安田 妙子

キャリア発達論Ⅳ 講 師 川野 良子

［兼任教員］

女 性 論 講 師 新井 浩子

人間援助論Ⅱ 講 師 三好 真

医療行政・関係法規 講 師 西田 幸典

講 師 和泉澤千恵

文化人類学 講 師 宍戸 佳織

精神看護学実習 講 師 濱田 由紀

人間生活と法 講 師 東 裕

コミュニケーション 講 師 川上 華代

の理論と実際

パフォーマンス芸術論 講 師 大岡 直子

リエゾン精神看護 講 師 西川 律子

学校保健管理論 講 師 宮下 恵子

講 師 北園みさ希

［医学部・看護学部協働教育 担当教員］

救命救急センター 教 授 矢口 有乃

化 学 教 授 岡田みどり

消化器内科学 教 授 徳重 克年

医学教育学 教 授 大久保由美子

医療・病院管理学 准教授 加藤多津子

非常勤講師 森岡 正博
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